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主要トピック

アジア多国籍医師団準備委員会報告(6)

　　なぜ今ＮＧＯ(国際民間協力団体)なのか(菅波茂先生)

　　カンボジア難民帰還支援緊急対応医療プロジェクト(桑山紀彦先生)

　　ミャンマー難民医療緊急救援プロジェクト(長谷川昭一先生)
　　ブータン難民医療緊急救援プロジェクト(大野京子／藤井美紀子氏)

東北タイ農村開発計画支援プロジェクト(2)(菅波茂先生)

タイ農村部の医薬事情､村の薬生協を中心に(奥田朗先生)

国際医療情報センター便り(小林米幸先生/香取美恵子氏)
岩手便り(３)(岩井くに先生)

郵政省国際ボランティア貯金配分決定

事務局便り(山本秀樹先生／津曲兼司先生)
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ご案内

BetterMedicine for BetterFuturein A5ia
1979年タイ国にあるカオイダンのカンボジア難民キャンプにかけつ
　けた1名の医師と2名の医学生の活動から始まっています。

（現状）アジアの参加国は13力国。会員数は日本が200名でアジア各国の総数

　　　　　400名　アジア各地で種々のプロジェクト、フォーラム等を実施中。

（本部）岡山市楢津310-1菅波内科医院（電）0862-84-7676（Fax）0862-84･7645

綴糾誼浴§聡混浴遡※詣暇揃゛滋漣゜謳゛a‘滋延舘゛゜ｉ諾馥鑓篇膳腫|鯖灘|（参加希望者は本部ま7ヽご連絡ください）

　（国内）

在日外国人医療プロジェクト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー

　1991年4月17日にＡＭＤＡ国際医療情報センターを設立。在日外国人をはじ

めとする関係者からの医療に関する電話相談、受け入れ医療機関の紹介、シ

ンポジウム、セミナーの開催などを行なっています。

　（海外）

カンボジア難民本国帰還緊急対応医療プロジェクト

　1992年7月よりタイから帰還するカンボジア難民対応した緊急医療活動を

AMDA-Japanの指導下に実施中。
ミャンマー難民緊急救援医療プロジェクト

　　1992年3月より､バングラデッシュに流入しているミャンマー難民にAMDA-

Bangladeshを中心にAMDA-JapanとＡＭＤＡ-Ｎｅｐａｌの３力国が国際合同緊急救援

活動を実施中。

ブータン難民緊急救援医療プロジェクト

　1992年6月より､ネパールに流入しているブータン難民にAMDA-Nepa1を主体

にAMDA-Japan､の２力国が国際合同緊急救援活動を実施中。

ピナツボ火山噴火被災民救援プロジェクト

　　1991年11月より､フィリピン支部のルソン島ピナツボ火山噴火被災民キャ　ン__
プ医療活動へ医薬品援助と共に医師およびヘルスワーカーを派遣。

ネパール王国ビスヌ村地域医療プロジェクト

　　1991年7月から､ネパール支部のビスヌ村農村の地域医療推進活動へ医療用

ジープ寄贈とともに医師等を派遣。ＡＭＤＡネパールクリニック開設。

インド連邦カルナタカ州無医地区巡回診療プロジェクト

　　1988年9月より､インド支部のカルナタカ州でアユルベーダ医学を用いた農

村無料巡回診療を支援。
営謳嘸奮朧雛醵錬騰繊廳

　1993年5月に創設／展開予定。アジアの自然災害や難民等の緊急時に瞬敏に
対応できる全支部（13力国）から構成されるアジア多国籍医師団設立予定。
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（ＡＭＤＡ日本支部）

701-12岡山市楢津310-1菅波内科医院内　アジア医師連絡協議会

役員

(Tel)0862-84-7676

　　代表

　　副代表

（Fax）0862-84-7645

　　菅波茂（菅波内科医院）

　　小林米幸（小林国際クリニック）

　　国井修（国保栗山診療所）

1行委員長　　　中西泉（町谷原病院）ﾌﾟロジェクト実行委員長　　　中西泉（町谷原病院）

　　カンボジアプロジェクト委員長　桑山紀彦（山形大学精神科）
　　伝統医学プロジェクト委員長　　朔元洋（さく病院）

　　　　事務局長　　　　山本秀樹（岡山大学公衆衛生学教室）

　　　　事務局次長　　　津曲兼司（菅波内科医院）

　　　　事務局補佐　　　岩永資隆（菅波内科医院）

　　　　事務局　　　　　岡崎清子（非常勤）

（ＡＭＤＡ国際医療情報センター）

　154東京都世田谷区新町2-7-1横尾ビル201

　　　（Tel）03-3706-4243､7574（Fax）03-3706-4420
役員　　所長　　　小林米幸（小林国際クリニック）

　　　　副所長　　中西泉（町谷原病院）

　　　　事務局　　香取美恵子／田中理恵子（常勤）後藤朋子（非常勤）
i6脳゛“一極極一肩゛＝i禰醐麗醸

　日本、韓国、台湾、香港、フィリピン、インドネシア、タイ、マレーシア、
シンガポール、インド、バングラデッシュ、ネパール、スリランカ、

パキスタン（近日中参加予定）9＝.゛‘　.･.………麗麗醸
..’..ηVWfg.-　　　　●　　噛●
　郵便振替用紙にて所定の年会費を納入してください．入会金はありません．

　　　　正会員１００００円（医師に限る）

　　　　準会員５０００円（医師以外の社会人の方）

　　　　学生会員３０００円（学生に限ります）

ただし、会計年度は４月一翌年３月です．入会の月より会報を送付致します．

振替先：郵便振替口座「アジア医師連絡協議会：岡山5-40709」

なお、会費と共にＡＭＤＡプロジェクトのためにカンパをお寄せになる方は振

替用紙の通信欄に「０００プロジェクトのために」などとご記入ください．

　１）ＡＭＤＡ在日外国人医療プロジェク（ＡＭＤＡ国際医療情報センター）

　２）ＡＭＤＡネパールヘルスクリニック開設

　３）ＡＭＤＡミャンマー難民支援医療プロジェクト

　４）ダイジェスト版（上記の３プロジェクト）

ご希望のビデオNoと現金を現金書留で下記にお送りください。

242神奈川県大和市西鶴間3-5-6-110小林国際クリニック　小林米幸

AMDA/JAPAN NEWS LETTER JULY
９２ ２



アジア医師連絡協議会
　　代表　菅波茂

　今、新聞を聞けば「難民」に聞する記事の載らない日はありません。
私達アジア医師連絡協議会（ＡＭＤＡ）はアジア１３力国に支部があり約４０
０名の会員からなる団体です。アジアのより良き医療、より良き将来という

理念のもとに力を合わせて頑張っています。難民に対する活動としてバング
ラデシュのミャンマー難民、ネパールのブータン難民そしてカンボジア難民
本国帰還の医療支援ﾌﾟロジェクトを実施しています。その前はイランのクル
ド難民医療支援プロジェクトを実施しました。
　難民とは何か。簡単に言えば「パスポートを持てない人達」です。
パスポートには「このパスポートを有する人に保護を与えてくれるよう国家
としてお願いする。」と記載されています。国家は税金を払っている国民の

ために国益を追及します。パスポートはその象徴といえます。
　難民支援を行なっている私達はＮＧｏです。ＮＧＯとは　Non-Governmental
Organizationの略語です。直訳では非政府組織ですが、いわゆる国際民間協力
団体のことです。国家も当然国益のために難民支援ﾌﾟロジェクトを実施いた
します。では、同じようにみえる難民支援プロジェクトを実施している国家
と国際民間協力団体との違いはどこにあるのでしょうか。国家による難民支
援プロジェクトは豊富な情報、資金及びマンパワーを駆使したスケールの大
きな展開が可能です。国際民間協力団体はあくまで「お互いの顔が見える範
囲」のスケールが特徴です。しかし、それ以上に決定的な違いがあります。
それは下記の３点に要約されます。
　１）国際民間協力団体は国家間の正式な外交関係の無い時にも行動できる。
　２〉国際民間協力団体は複数の国家に所属する人達で構成できる。

　３）国際民間協力団体は国益でなく人道的立場から行動できる。

　国際民間協力団体は原則として非政治的です。その非政治性が国家間の政

治的問題を解決する時に究極の政治性を発揮するというパラドックスがあり
ます。地域的な紛争に伴う国交断絶を常に繰り返してきている欧米の国々は
このパラドックスを良く理解しており自国の国際協力民間団体を積極的に支
援しています。

　代表的な例として「国際赤十字社」をあげることができます。
クリミア戦争における敵味方の隔たり無く負傷者の看護にあたった英国のナ
イチングールの活動が発端です。現在では世界中にネットワークをもった国
際民間協力団体として各国に支部を持ち人道的な立場から国家間を越えて活
動しています。逆に、解決しなければいけない問題をかかえた当事国が国家
間の正式な国交が無くて困っている場合に「国際赤十字社」に橋渡しを依頼
することがよく見られます。
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　我が国の国際民間協力団体に対する官民の認識の差が郵政省「国際ボラン

ティア貯金」と外務省「国際開発協力関係民間公益団体補助金」において具

体的な数字でみることができます。

　郵便局の国際ボランティア貯金は通常貯金の受取利子の２０％を開発途上

叫∠境域で活勅す泰｡日本の国際民間協力団体に寄付する｡趣旨ですー昨年の開
　　　w㎜･四ｍ　　＝　========㎜㎜㎜㎜ｒ‾‾‾’‾‾　‾‾‾’。’‾二㎜㎜こ’＿　。始以来３３億３千万の実績です。郵便貯金の利用者は主に庶民です。

　一方、外務省の「国際開発協力関係民間公益団体補助金」としてＯＤＡから

国際民間協力団体育成／支援に使用された金額は昨年より約５億円です。

この金額の差は余りにも大きすぎます。　　　　　　　　　　　２

　国際貢献が叫ばれている昨今ですが、外交のプロである外務省の国際民間

協力団体に対する評価は低く、声無き庶民の国際民間協力団体に対する期待

は高いという数字です。これは民間からの「国家としての国際貢献」だけで

は不安であるという一種の世論です。即ち、国際民間協力団体の存在は「国

家生存の保険あるいは保障」ということでしょうか。

　民間のほうが官より先に欧米の国際民間協力団体に対する感覚が芽生えて

きているのかも知れません。

　現在、日本には小規模ながら将来性および独自性のある国際民間協力団体

が１９７９年のカンボジア難民を境にして勢いよく育ってきています。その

数は約２００団体です。「教育は百年の計」と言いますが、国際民間協力団

体の育成を１０年の計として官民共に真剣に考える必要があると思います。

　１０年後の「国際民間協力団体大国」という夢はいかがでしょうか。

１９９２年（平成４年）７月３日（金曜日）

オピニオン　ワイド

アジア医師連絡協議会代表
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。
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Ａ
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曹波 茂
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い
と
い
う
気
持
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を
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っ
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い
る
。
今
回
の
緊
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援

助
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し
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師
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ま
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助
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Ｃ
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の
解
決
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持
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た
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フ
ェ
ッ
シ
ョ
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ミャンマー難民の医療援助を終えて帰国した
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国
連
平
和
維
持
活
動
（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
）
協
力
法
が
、
七
月
の
参
院
道
の
大
き
な
争
点
と
し
て
浮
上
す
る
な
ど
、
国
際
貢
献
の
在
り

方
を
め
ぐ
る
議
論
が
高
ま
る
中
で
、
県
内
に
拠
点
を
置
く
民
間
海
外
援
助
団
体
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
＝
非
政
府
組
織
）
の
活
動
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。
現
地
の
実
情
に
台
っ
た
″
草
の
根
″
活
動
を
身
軽
に
展
開
で
き
る
の
が
特
徴
で
、
既
に
十
年
以
上
前
か
ら
医
療
、

教
育
、
農
業
な
ど
の
分
野
で
活
発
な
国
際
貢
献
を
続
け
て
い
る
。
県
下
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
躍
ぶ
り
と
課
題
な
ど
探
っ
た
。

　
岡
山
市
内
に
本
部
を
置
く

　
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
ア
医
師
連

絡
協
議
会
）
」
。
ア
ジ
ア
十
三

力
国
の
医
療
関
係
者
四
百
人
で

構
成
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ピ
ナ

ト
ゥ
ポ
火
山
被
災
者
を
は
じ
め

湾
岸
戦
争
に
よ
る
ク
ル
ド
難
民

や
、
ネ
パ
ー
ル
、
内
戦
の
あ
っ

た
エ
チ
オ
ピ
ア
な
ど
で
診
療
を

行
っ
て
い
る
。

　
今
年
四
月
上
旬
に
は
約
半
年

間
の
予
定
で
、
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
ヘ
医
療
チ
ー
ム
を
派
遣
。

日
本
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
ネ

パ
ー
ル
の
医
師
が
協
力
し
、
二

土
八
万
人
と
も
い
わ
れ
る
ミ

ャ
ン
マ
ー
難
民
を
診
療
、
寄
生

虫
駆
除
な
ど
に
当
た
っ
て
い

る
。

　
　
。
１
１
‐
１
現
地
の
事
情
に
詳
し
い
地

元
医
師
も
参
加
し
、
そ
の
湖
限

り
で
な
く
継
続
し
た
診
療
、
衛

生
体
制
を
整
え
た
い
」
と
菅
波

兄
・
Λ
Ｍ
Ｄ
Ａ
氏
表
け
い
う
。

　
七
月
か
ら
ネ
パ
ー
ル
の
ブ
ー

タ
ン
難
民
、
九
月
に
は
国
連
が

Ｉ
ク
化
に
取
り
組
む
民
間
団
体
で
、
相
手
の
自
立
を
促
す
支
援

「
南
北
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
岡
山
」
　
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
「
ネ
パ

　
こ
の
ほ
か
、
岡
山
市
出
石
町
会
代
表
９
成
羽
町
下
厚
―
は
ネ
パ
ー
ル
の
農
村
に
簡
易
診
療

の
店
舗
で
、
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
　
「
地
道
な
募
金
活
動
で
、
設
立
所
を
開
設
す
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
へ
、

の
手
工
芸
品
な
ど
売
る
「
コ
ッ
当
時
の
盛
り
上
が
り
は
な
い
の
約
七
百
万
円
が
出
た
。

ト
ン
古
都
夢
」
は
、
経
費
を
除

く
売
上
金
を
、
各
国
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に

資
金
協
力
す
る
公
益
信
託
ア
ジ

ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ト
ラ
ス

ト
（
事
務
局
東
京
）
な
ど
通
し

支
援
し
て
い
る
。

　
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
直
面
し
て
い
る
大

き
な
課
題
の
Ｉ
つ
が
活
動
資

金
。
「
年
間
予
算
は
数
十
万
円

か
ら
百
万
円
単
位
ま
で
、
お
お

む
ね
小
規
模
」
と
田
中
・
南
北

2
5
団
体
が
草
の
根
活
動

資
金
、
情
報
基
地
作
り
急
務

取
り
組
む
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
帰
　
（
代
表
・
田
中
治
彦
岡
山
大
助

漕
の
医
療
活
動
に
も
参
加
す
教
授
）
の
ま
と
め
で
は
、
Ｎ
Ｇ

る
。
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
全
世
○
約
二
十
五
団
体
が
、
県
内
に

界
か
ら
約
八
十
団
体
が
活
動
し
事
務
局
や
支
部
を
置
い
て
い

て
お
り
、
風
土
病
の
治
療
、
地
る
。
設
立
は
、
イ
ン
ド
シ
ナ
難

富
で
け
が
を
し
た
患
者
の
診
療
民
問
題
の
浮
上
し
た
昭
和
五
十

を
す
る
予
定
」
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）
　
五
年
ご
ろ
が
ピ
ー
ク
。

　
さ
ら
に
、
来
年
五
月
に
ア
ジ
　
タ
イ
プ
は
、
対
象
地
域
に
赴

ア
の
医
師
ら
に
よ
る
「
ア
ジ
ア
き
直
接
支
援
す
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の

多
国
籍
医
師
団
」
を
結
成
す
る
。
よ
う
な
「
直
接
支
援
型
」
と
。

　
「
難
民
や
災
害
被
災
者
へ
速
や
募
金
な
ど
の
援
助
、
パ
ネ
ル
展

か
に
対
応
し
た
い
」
と
意
欲
的
示
で
現
地
の
様
子
を
知
ら
せ
る

だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
後
方
支
援
型
」
が
あ
る
。

　
国
際
協
力
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
　
多
く
か
唆
力
支
援
タ
イ
プ

Ｉ
ル
や
ぎ
銀
行
協
力
き
（
事

務
局
岡
山
市
）
は
バ
ザ
ー
な
ど

に
よ
る
浄
財
で
、
ネ
パ
ー
ル
の

農
村
な
ど
ヘ
ヤ
ギ
の
つ
が
い
を

貸
与
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ネ
グ
ロ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
は
説
明
す

る
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
よ
う
に
、
緊
急

支
援
が
必
要
な
災
害
援
助
、
難

民
救
済
に
対
応
す
る
に
は
、
「
す

が
事
実
。
ス
ラ
ム
の
実
情
を
知
　
効
果
的
な
支
援
を
す
る
に

ら
な
い
人
が
多
い
が
展
覧
会
な
は
、
資
金
以
外
に
も
多
く
の
諜

ど
続
け
て
が
ん
ぱ
り
た
い
」
と
題
が
あ
る
の
は
確
か
。
菅
波
・

い
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
代
表
は
「
実
際
に
海

　
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
支
援
の
た
外
で
活
動
す
る
に
は
、
現
地
の

め
、
元
年
度
か
ら
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
情
報
や
人
間
の
つ
な
が
り
が
重

ス
島
の
困
窮
砂
糖
労
働
者
を
支
ぐ
動
け
る
資
金
確
保
が
必
要
」
　
事
業
補
助
が
始
ま
っ
た
。
本
年
要
」
と
指
摘
。
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
国

援
す
る
「
ネ
グ
ロ
ス
・
キ
ャ
ン
　
（
菅
波
代
表
）
。
タ
イ
の
ス
ラ
度
予
算
は
、
三
池
四
千
万
円
。
レ
ベ
ル
の
支
援
は
、
足
り
な
い

ペ
ー
ン
岡
山
」
（
同
）
は
、
募
ム
支
援
を
し
て
い
る
「
ク
ロ
ン
　
ま
た
、
二
年
度
に
郵
政
省
が
と
こ
ろ
を
補
う
関
係
に
あ
る

金
な
ど
の
浄
財
を
東
京
本
部
を
ト
イ
の
会
」
（
事
務
局
成
羽
町
）
　
「
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
貯
金
」
　
べ
き
で
、
国
の
資
金
、
外
交
ル

通
し
、
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
関
係
者
へ
は
、
絵
は
が
き
販
売
や
絵
画
展
を
設
立
。
郵
便
貯
金
の
利
子
の
Ｉ
卜
と
、
現
地
の
実
情
に
詳
し

送
金
。
「
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
で
集
ま
っ
た
約
千
四
百
万
円
う
ち
二
〇
％
を
寄
付
し
て
も
ら

を
建
設
、
農
業
技
術
指
導
を
し
で
、
ス
ラ
ム
地
域
の
学
校
廸
設
う
シ
ス
テ
ム
で
、
三
年
度
は
百

で
い
る
」
（
梅
田
環
呼
び
掛
け
に
協
力
し
た
。
　
　
　
　
　
四
十
八
事
業
に
九
億
千
三
百
五

人
ｎ
ｎ
岡
山
市
田
町
）
　
　
　
　
　
加
賀
博
人
・
ク
ロ
ン
ト
イ
の
十
八
万
円
を
配
分
。
県
内
で
は
、

い
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
情
報
な
ど
が
結

び
付
い
て
こ
そ
、
本
格
的
国
際

貢
献
が
可
態
と
主
張
し
て
い

る
。
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１９９２年(平成４年)
　
○
○
○

　
フ
ァ
ク
ス
で
情
報
収
集

　
午
前
の
診
察
を
終
え
て
向
か
い
の

小
部
屋
を
の
ぞ
く
と
、
７
７
ク
ス
が

ぎ
っ
し
り
文
字
の
ま
き
込
ま
れ
た
紙

を
次
々
に
吐
寺
出
し
て
い
る
。

　
　
「
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
は
連
日
の
雨

で
、
伝
染
病
の
発
生
が
心
配
で
す
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
の
難
民
流
入
は
依

然
と
し
て
続
き
、
こ
の
ま
ま
だ
と
医

薬
品
が
足
り
る
か
ど
う
か
・
…
・
・
」

　
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
と
ミ
ャ
ン
マ
ー

の
国
属
地
帯
で
、
難
民
の
寄
生
虫
除

去
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
む
医
師
団

か
ら
の
報
告
だ
。
政
変
で
揺
れ
る
タ

イ
か
ら
、
バ
ン
コ
ク
の
病
院
建
設
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
ち
ょ
く
状
況
を
后

え
て
き
た
か
と
思
う
と
、
ほ
ん
の
数
一

日
前
に
は
、
ネ
パ
ー
ル
か
ら
「
五
万

人
の
ブ
ー
タ
ン
難
民
が
逃
げ
込
ん
で

き
た
」
と
の
最
新
ニ
ュ
ー
ス
が
も
た

ら
さ
れ
、
思
わ
ず
身
を
硬
く
し
た
。

　
し
か
し
、
何
よ
り
大
事
な
の
は
、

こ
の
フ
ァ
ク
ス
を
通
じ
て
、
ア
ジ
ア

の
十
三
の
国
と
地
域
に
住
む
四
百
人

の
医
師
た
ち
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
、

刻
々
と
伝
え
ら
れ
て
く
る
こ
と
だ
。

だ
れ
が
、
い
つ
、
ど
こ
へ
、
ど
の
く

ら
い
の
期
間
で
か
け
て
、
無
償
の
医

療
活
動
に
携
わ
る
用
意
が
あ
る
か
Ｉ

－
。
岡
山
市
郊
外
の
鰐
院
の
一
室
に

置
か
れ
た
フ
ァ
ク
ス
が
、
ア
ジ
ア
の

医
師
た
ち
の
心
と
心
を
、
文
字
通
り

国
境
を
越
え
て
結
ん
で
い
る
。

　
す
ぐ
れ
た
医
療
で
、
よ
り
よ
い
未

来
を
、
ア
ジ
ア
に
‘
・
・
・
・
・
。
こ
ん
な
モ

ッ
ト
ー
を
掲
げ
る
ア
ジ
ア
医
師
連
絡

協
巣
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）
が
発
足
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
は
七
九
年
、
一
人

の
医
師
と
二
人
の
医
学
生
が
カ
ン
ボ

ジ
ア
難
民
の
医
療
援
助
を
し
よ
う

と
、
タ
イ
に
渡
っ
た
の
が
き
っ
か
け

だ
っ
た
。

　
○
○
○

　
善
意
だ
け
で
は
・
：

　
そ
の
一
人
だ
っ
た
私
は
、
ど
こ
に

難
民
キ
ャ
ン
プ
が
あ
る
の
か
さ
え
知

　
　
　
、
。
　
…
…
…
…
Ｓ

ら
ぬ
ま
ま
、
聶
鐘
バ
ン
コ
ク
に
乗
り

込
み
、
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務

所
を
訪
ね
た
。
と
こ
ろ
が
意
外
な
こ

と
に
、
そ
こ
の
ド
イ
ツ
人
ド
ク
タ
ー

は
私
た
ち
の
顛
を
見
る
な
り
、
ｉ

看
は
も
う
い
ら
ん
、
帰
っ
て
く
れ
」

と
す
げ
な
い
返
事
を
か
え
し
た
の

な
の
は
、
的
哨
な
情
報
を
入
手
し
、

現
地
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
得
る

こ
と
、
そ
し
て
医
師
と
し
て
人
間
と

し
て
、
私
た
ち
自
身
の
力
量
を
高
め

る
こ
と
。
こ
の
う
ち
の
ど
れ
が
欠
け

て
も
、
実
の
あ
る
医
療
援
助
は
で
き

な
い
と
悟
っ
た
の
だ
っ
た
。

　
Ｏ
○
○

　
当
事
国
の
医
師
と
ペ
ア
で

　
タ
イ
か
ら
戻
っ
て
、
私
た
ち
を
派

遣
し
た
西
日
本
医
学
生
ア
ジ
ア
連
絡

協
議
会
に
こ
の
苦
い
体
験
を
報
告
す

っ
た
。

　
自
然
災
害
の
被
災
者
や
難
民
へ
の

敏
恵
医
療
と
言
う
と
、
経
済
的
に
恵

ま
れ
た
国
が
、
発
展
途
上
の
芦
し
い

国
々
に
し
て
あ
げ
る
も
の
、
と
思
い

が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
深

刻
な
問
題
と
し
て
抱
え
る
当
事
国
の

医
師
や
晋
撲
鰐
た
ち
が
、
決
し
て
手

を
こ
ま
ぬ
い
て
き
た
わ
け
で
は
な

い
。
町
政
的
、
技
術
的
な
困
難
と
闘

◇
連
絡
協
議
会
の
柳
人
、
ア
ジ
ア
の
難
民
救
援
医
療
に
奔
走
◇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
　
波

だ
。
押
し
問
答
の
末
、
よ
う
や
く
キ

ャ
ン
プ
の
あ
る
カ
オ
イ
ダ
ン
の
名
を

聞
き
出
し
、
現
旭
に
た
ど
り
讐
い
た

も
の
の
、
病
棟
建
設
を
進
め
て
い
た

別
の
日
本
の
医
療
チ
ー
ム
か
ら
は
。

　
「
事
故
が
起
き
た
と
珠
の
責
任
を
と

り
か
ね
る
か
ら
」
と
、
や
ん
わ
り
協

力
を
拒
否
さ
れ
る
始
未
だ
っ
た
。

　
い
く
ら
善
意
に
あ
ふ
れ
て
い
て

も
、
そ
れ
だ
け
で
は
飢
え
と
病
気
と

貧
困
に
苦
し
む
人
た
ち
を
励
け
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
私
た
ち
は
痛
い
ほ

ど
そ
れ
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。
大
切

る
と
、
そ
れ
は
難
民
救
援
に
関
心
を

も
つ
人
々
の
間
に
大
き
な
肢
紋
と
な

っ
て
広
が
っ
て
い
っ
た
。
翌
年
に
は

全
国
規
模
の
協
議
会
が
生
ま
れ
、
ま

た
、
私
た
ち
の
呼
び
か
け
に
応
じ
た

タ
イ
や
イ
ン
ド
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な

ど
各
国
の
医
学
生
、
医
師
が
参
加
す

る
国
際
会
議
も
こ
の
年
か
ら
始
ま
っ

た
。
こ
う
し
た
動
き
が
、
や
が
て
八

四
年
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
設
立
へ
と
つ
な
が

っ
て
い
く
の
だ
が
、
そ
の
大
き
な
力

と
な
っ
た
の
が
、
ア
ジ
ア
の
国
々
の

医
師
、
学
生
た
ち
の
情
熱
と
協
力
だ

茂
い
な
が
ら
、

で
き
る
限
り

の
力
を
尽
く

し
て
き
た

人
、
機
会
さ

え
あ
れ
ぱ
進
ん
で
参
加
し
た
い
と
思

っ
て
き
た
人
も
た
く
さ
ん
い
る
。
人

的
貢
献
に
国
境
は
な
く
、
だ
れ
も
が

平
等
に
参
加
で
き
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
そ
れ
は
い
つ
し
か
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の

基
本
理
念
の
一
つ
に
な
っ
た
が
、
現

実
的
に
考
え
て
も
多
言
語
、
多
文
化
、

鳶
霧
の
ア
ジ
ア
で
医
療
活
動
を
す

る
の
に
、
西
欧
流
、
日
本
流
の
や
り

方
を
押
し
雁
を
け
で
は
、
と
て
も

成
功
は
お
ほ
つ
か
な
い
。

　
そ
れ
を
初
め
て
知
っ
た
の
は
も
う

二
十
年
も
前
、
岡
山
大
学
ク
ワ
イ
河

医
学
踏
査
隊
の
一
員
と
し
て
、
当
時

の
ビ
ル
マ
（
現
ミ
ャ
ン
マ
ー
）
の
モ

ン
族
の
開
拓
農
場
で
暮
ら
し
た
と
き

て
、
当
事
国
と
日
本
の
医
師
が
ペ
ア

を
組
む
二
国
間
協
力
態
勢
を
取
り
入

れ
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
第
一
号
は

南
イ
ン
ド
・
カ
ル
ナ
タ
カ
州
の
無
医

端
区
を
車
で
巡
回
す
る
診
療
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
。
彼
ら
の
言
葉
を
理
解
し
、

宗
教
上
の
タ
ブ
ー
や
生
活
習
慣
に
通

じ
た
イ
ン
ド
の
お
医
者
さ
ん
が
一
緒

の
こ
と
で
あ
る
。
パ
コ
ダ
と
い
う
名
一
だ
っ
た
こ
と
は
、
ど
れ
ほ
ど
心
強
く
、

の
そ
の
コ
コ
ナ
ツ
農
場
に
は
二
、
三

千
人
の
人
々
が
生
活
し
て
い
た
が
、

ほ
と
ん
ど
全
員
が
サ
ナ
ダ
虫
と
回
虫

を
二
重
に
も
ち
、
し
か
も
ひ
ど
い
皮

膚
疾
患
に
苦
し
ん
で
い
た
。
私
た
ち

が
持
参
し
た
薬
が
て
き
め
ん
に
効
い

た
の
は
宮
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、

問
題
は
私
た
ち
が
帰
っ
た
あ
と
ど
う

な
る
か
で
あ
る
。
貧
し
い
彼
ら
に
高

価
な
日
本
の
薬
を
買
わ
せ
る
こ
と
な

ど
と
て
も
で
き
な
い
相
談
だ
。
総
じ

て
現
代
医
学
は
コ
ス
ト
が
か
か
り
す

ぎ
、
先
端
の
医
療
を
持
ち
込
め
ば
持

ち
込
む
ほ
ど
、
現
地
の
人
た
ち
の
薯

ら
し
を
圧
迫
す
る
こ
と
に
な
る
と
い

う
、
矛
盾
の
中
に
あ
る
こ
と
に
気
づ

い
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
を
解
決
す
る
に
は
ま
だ
様
々

な
難
一
が
横
た
わ
っ
て
い
る
が
、
少

な
く
と
も
現
地
の
人
々
の
要
望
や
特

殊
事
情
を
考
慮
に
入
れ
た
医
療
を
め

ざ
そ
う
と
、
八
八
年
か
ら
は
日
本
人

医
師
だ
け
の
チ
ー
ム
編
成
を
や
め

一 -

-

有
効
だ
っ
た
か
計
り
し
れ
な
い
。

　
Ｏ
○
○

　
員
な
る
文
化
に
神
経
使
う

　
実
際
、
ア
ジ
ア
の
奥
地
に
分
け
入

っ
て
い
く
医
師
た
ち
に
と
っ
て
、
言

莱
と
文
化
は
時
に
自
分
た
ち
の
生
死

に
も
か
か
わ
っ
て
く
る
大
き
な
問
題

だ
。
例
え
ば
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
女

性
の
雁
者
に
は
、
男
性
の
医
師
は
直

接
肌
に
手
を
触
れ
て
診
察
す
る
こ
と

は
許
さ
れ
な
い
。
そ
れ
を
知
ら
ず
に

服
を
脱
が
せ
た
り
す
れ
ば
、
火
が
飛

ん
で
き
て
大
変
な
騒
ぎ
に
な
る
の
は

必
定
で
あ
る
。
人
に
は
な
か
な
か
言

い
に
く
い
脚
気
を
め
ぐ
っ
て
外
国
人

同
士
が
意
思
を
通
わ
せ
る
の
は
、
な

ま
じ
な
文
化
交
流
な
ど
よ
り
は
る
か

に
神
経
を
使
う
難
事
業
な
の
だ
。

　
こ
の
四
月
に
出
発
し
た
、
パ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
難
民
緊
急

叙
爵
蜃
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
第
一
次

隊
は
、
東
大
医
学
部
に
埼
を
置
く
医

師
ナ
イ
ー
ム
さ
ん
が
先
導
役
を
務
め

た
。
こ
の
国
で
外
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非

政
府
組
織
）
が
醇
勣
を
ず
る
に
は
Ｎ

Ｇ
Ｏ
局
の
許
可
を
と
る
必
要
が
あ
る

が
、
そ
れ
が
わ
ず
か
一
時
間
で
Ｆ
り

た
の
は
、
同
国
人
の
信
礪
厚
い
ナ
イ

ー
ム
さ
ん
が
い
た
れ
ぱ
こ
そ
。
難
民

の
寄
生
虫
駆
除
に
は
薬
の
配
布
だ
け

で
は
効
果
が
薄
く
、
食
事
や
排
便
の

習
慣
か
ら
変
え
な
け
れ
ぱ
と
の
指
摘

も
、
初
め
て
訪
れ
た
外
国
人
医
師
に

は
思
い
つ
か
な
い
こ
と
で
あ
る
。

難
民
救
援
の
第
二
隊
に
は
、
日
本
一

人
医
師
二
人
に
ネ
パ
ー
ル
人
医
師
の

ポ
カ
レ
ル
さ
ん
、
そ
れ
に
初
め
て
二

人
の
日
本
女
性
（
警
護
賜
と
ス
タ
ッ

フ
）
が
加
わ
っ
た
。
女
性
二
人
は
イ

ス
ラ
ム
教
の
女
性
に
対
Ｓ
す
る
た
め

だ
が
、
途
上
国
の
医
師
が
他
の
途
上

国
の
人
々
の
款
恨
に
駆
け
つ
け
る
の

は
ま
だ
珍
し
く
、
こ
れ
は
新
し
い
ア

ジ
ア
の
関
係
を
考
え
る
う
え
で
重
要

な
一
歩
と
な
る
に
違
い
な
い
。
来
年

五
月
に
は
ア
ジ
ア
多
国
籍
医
師
団
を

正
式
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
計
画
で
、

さ
求
ざ
ま
な
国
の
医
師
が
技
能
や
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
応
じ
て
チ
ー
ム
を
組

み
、
ア
ジ
ア
の
貧
困
や
病
気
と
闘
う

こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
十
八
日
、
先
の
タ
イ
の
政
変

の
一
方
の
主
役
に
な
っ
た
前
バ
ン
コ

ク
知
事
チ
ャ
ム
ロ
ン
氏
か
ら
一
通
の

七
月
二
十
日
か
ら

・
、
十
二
大
の
視
察

団

?尚

Ｓ

叉　バ
ン
コ
ク
の
ス
ラ
ム
問
題
は
、
干

ぱ
つ
に
苦
し
む
東
北
タ
イ
の
農
村
が

疲
弊

‘‥
｝
、
大
量
の
農
民
が
都
市
に
流

れ
込
ん
で
く
る
せ
い
だ
と
考
え
る
氏

は
、
そ
の
根
本
原
因
か
ら
変
え
な
く

て
は
と
、
私
た
ち
の
搦
き
に
応
じ
て

有
機
農
業
を
学
ほ
う
と
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
何
と
遣
い
道
の
り
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
何
事
に
も
そ
れ
を
通
ら
な

け
れ
ぱ
た
ど
り
つ
け
な
い
這
と
い
う

も
の
が
あ
る
。
私
た
ち
医
師
が
歩
ん

で
い
る
の
も
、
そ
の
道
な
の
か
も
し

れ
な
い
。
（
ず
か
な
み
・
し
け
る
＝

ア
ジ
ア
医
師
遍
羅
協
議
会
代
衷
）

- ←
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ＡＭＤＡ　カンボジア担当　桑山紀彦

　ケロい調百に石いて士ず感じたことを報告する。

よりjレポジアはかつてないほどのＮＧＯが入っており、プノンペンを中心としたカンダール県だけで

　も約１（ハ）のＮＧＯが活動を始めている。従って各ＮＧＯは仕事の取り合いを始めたりしており、

　現時点での新プロジェクト起こしは大変困難である。

②その１ ００を越えるＮＧＯの中で保健関係の活動を行っているＮＧＯは約７５（カンダール県だけ

　で）。事実、日本の「青年海外協力隊」も仕事がなかなか見つからず、どこかのＮＧＯに人と金を

　出して「使ってもらう」といった状況になっている。

③外務省も保健省もこのことに困惑し、早くもＮＧＯの交通整理や活動開始について制限を始めてい

　る。

　このような状況の中で以下のプロジェクトを建ち上げてきたが、現時点においてはＮ０、１、ＮＯ

２が有望である。

「プロジェクトＮｏ、１」

・・・ＵＮＨＣＲとの合弁プロジェクト・・・帰還民のモニタリング

　これはＪＶＣのＯＢで、現在ＵＮＨＣＲプノンペン事務所のProtect officer である税田（さい

か）さんとの接触で、ほぼ実現可能になったものである。

　帰還民はプノンペンを中心とした南東部にも帰ってきており、プノンペン郊外にもReceptionセ

ンター（以下”Ｒセンター”）がーつある。現在一日約８００人の帰選民が帰ってきているが（この

宰販郎のみで）、当初南東部は一日約２５００人という計画だったので、いかに本国帰還が遅れてい

るか分かる。しかも６月１日にＳＮＣ（最高民族会議）がＨＣＲに対し「彼らは難民を連れてきては、

丁ミのように捨てている」と公式に非難したため、ＨＣＲとしても「再定住しだ後”」のフォロー

ご必要性を認識されたようであり、ＡＭＤＡとの合同プロジェクトとなったものである。内容は、

①Ｒセンターを３日足らずで出た後、帰選民は再定住地に住む。そして以降４０日毎に食糧の配給を

　ＨＣＲよりうける。これは各村落のDistribution point と呼ばれる場所で行われ、この時だけが

　ＨＣＲと帰選民が接触する唯一の場所と時間である。

②ＡＭＤＡはそこに車と人を出し、ＨＣＲと共にモニタリングを始める。場所はコンポンスプー県と

　タケオ県

③内容は、・簡単な健康診断　・周囲の村民との関係はどうか　・再定住地に満足しているか　・E

　VI（Especially vulnerable lndividuals）の人々のその後の経過はどうか（亡くなったりしてい

　ないか）・・・ＨＣＲは実はこのＥＶＩの状態を非常に気にしている。 ＥＶＩは本来ならば帰還が

　不可能と思われる社会的弱者であるので、ＳＮＣなどに「ゴミのように捨てている」と言われる由

　縁を作りたくないのだと思われる。ＥＶＩは南東部だけで４０００人近い。

　・いったいどれくらい食糧配給を受けに来るのか（実はある地域では定住したはずの地域に誰もい

　なくなり、ほとんどどこか別の地域に去ってしまったケースも多い。予想では５０％の帰選民がそ

　の時、その場所に現れるならいい方だという見方もある）。

　　Distribution Pointは、南東部だけでも１２０箇所あり、コンポンスプーと、タケオについては

　合計２０箇所ほどになる。

７
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司垣から帰選民を乗せた列車が、野原のまん
Ｄに着く。CAREのトラックが出迎える。

Reception Center2､000人収容可。

ここまでは配給を受けられる。

Reception Center一家に８畳一棟のみ。

一一

い帽二まで人が乗っている。(帰還民)

Reception Centerの食事はCRC（Cambodian
Red Cross）がつくる。
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④ＨＣＲと一緒に仕事をしているのは日本のＮＧＯではＪＶＣだけであり、そのＪＶＣも輸送車両の

　メンニブナンスを受け持つといったことで関与しているのみなので、直接帰還民のケアとモニタリン

　グを行うのはＡＭＤＡのみということになる。北西部では同様のプログラムをHelp the Age とい

　うＮＧＯが行っている。

⑤直接のofficerはProtectの税田さんではなくsenior social service officer の

　Mrs、Jeniffarである。彼女とはもはや契約寸前まで話を持っていっている。

⑥この内容のプロジェクトであればＨＣＲからQIPs(Quick lnpact Programs)という枠で予算が

　つくであろうとの事。ＪＶＣに次ぐＨＣＲより資金供給を頂けるプロジェクトが可能である。

　・・・このプロジェクトは帰還民の社会的、精神的、身体的状態調査であり、絶対手放せないプロ

　　　　ジェクトと思われる。

　「プロジェクト　N0、2」

　　Concern（コンサーン）との合同プロジェクト・・・コンポンスプー県における、国内避難民、

帰還民及びその周辺住民に対する緊急医療及びワクチン接種（予防医療的側面含む）

　①コンサーンはアイルランドのＮＧＯで、カンボジア事務所の所長ドミニク氏とはアランヤプラテ

ートで面識がある人物である。コンサーンは昨年よりブリーダさんという女性（助産婦）を中心にコ

ンポンスプー県で幅広く緊急対応医療や予防接種、時には橋の掛け替えなども手伝ってきている。緊

急患者は県病院に運び込んでいるが、県病院は現在ARC（American Red Cross）がフルサポートし

ている。ブリーダは熱心に現場の需要を把握し、決して過剰な援助をし過ぎないように見極めながら

サポートを続けている。そのためどのＮＧＯでも彼女の評価はすばらしく高い。しかし残念なことに

この８月末まででプロジェクト費が終わり、現在次のドナーが見つけられないでいる。そこで、ＡＭ

ＤＡとして医師か看護婦を彼女のもとに送り、２人でコンポンスプーを中心に幅広く緊急対応医療や

予防医療、現地におけるスタッフ育成などを行っていけると思われる。

　②決してＡＭＤＡがコンサーンに資金援助のみを行うという意味ではなく、ＡＭＤＡからも人を出

して、共同でプロジェクトを運営するという方針である。

　③全ぐ１”から緊急対応医療やＰＨＣを行うのはもはやこれ程までにＮＧＯが入っている状況の

中では不可能といってよい状況である。したがって、これまで実績のあるＮＧＯとカウンター・パー

トナーシップをとって共に活動を広げていけば八ＭＤＡにとっても勉強になるし、優れた経験を積む

よい機会となると思われる。コンサーンは難民救援では世界中に知られた団体であり、来年度の全世

界活動拠点の活動資金総額は日本円で１０億円を越えているといわれている。そのような団体と胸を

合わせて活動できる機会を逃す手はないと思われてならない。

　おわりに・・・（ＡＭＤＡ会員の皆様へ）

　余りに多くのＮＧＯが入り、青年海外協力隊まで「仕事なんかないよ」と言われている昨今の状況

の中で、カンボジアにおけるＡＭＤＡは全く無名です。これからＡＭＤＡが大きくなっていくのなら

ば、やはり確実で、現地に迷惑のかからない方法を取っていくのが結局は早道だと思います。例えプ

ロジェクトが地味なものであっても、ＮＧＯは私たちだけではないので、様々な方向からの意見や忠

告も聞かねばなりませんでした。いまはこの２つを現実に代えて、少しづつ力をつけていきたいと願

うばかりです。

　７月４日より熊沢ゆりさんを現地に送りました。ＡＭＤＡ初の日本人専従アドミニです。彼女が動

き易い環境作りをAMDA Japan として心がけていきたいと思います。（熊沢さんの紹介は次号に

て）

９
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カンダール郡のHp、ワクチン接種。

帰還民はあくまで配給に頼って

しまう。

コ・トム郡HpのTbc患者、かなり急性期。

電気も冷蔵庫もないので、氷で冷やしたワクチン。

再定住した帰還民は、むこう一年間40日ごとに配給
物資を受けとる。そのDistribution Point。
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　　　　　　　　　　　　　　　長谷川昭一先生

１．はじめに

　１９９２年５月8 EIより６月１２日まで、ＡＭＤＡ（アジア医師連絡協議会）より派遣

され、バングラデッシュのミャンマー難民キャンプで活動してきた。４月１０日入国した

第１次医療隊のあとをうけ、プロジェクトの円滑な遂行を図るためである。

　個人的には、２年前タイのミャンマー国境を訪ね難民キャンプで少数民族の人や学生た

ちと会ったことがあり、もう一度ミャンマー問題を見つめなおし、彼らのためになにかで

きることはないかと思ったからである。

２．概要

　ミャンマーは国土面積６８万平方ｋｍ（日本の約１．８倍）、人口は約４０００万人の

国である。民族は約３分の２がミャンマー（狭義のビルマ族）で、ほかは少数民族である

。宗教は約９０％が仏教で、キリスト教、イスラム教はそれぞれ４－５％である。

　１９６２年以来軍事独裁政権下にあり、国民（とくに少数民族）は相当ひどい抑圧を受

けてきた。１９８８年反体制運動が激しくなる中、犠牲者も多くでる。１９９０年５月総

透挙が実施され、国民民主連盟（ＮＬＤ）が圧勝した。その後政府は政権委譲を拒否し、

現在にいたっている。

　ロヒンジャー族はベンガル地方出身の移民で、宗教はイスラム教である。今回の問題に

は、少数民族と宗教という二重の意味の差別、迫害があったものと思われる。

３．現状

　９２年２月から急増したミャンマー難民（ロヒンジャー族）は、６月７日には２６万８

１３４人に達し、この時点でも一日難民流人数は約２００入を数えた。

　キャンプは１６箇所あり、コックスバザール～テクナフをむすぶ幹線道路添い約６０ｋ

ｍの間に散在している。わたしが離れる時点で、９万３３人にはｓｈｅｌｔｅｒがなく、

木の葉やビニールでおおっただけの小屋にすんでいた。新しいキャンプでは便所や井戸も

不十分で、雨季に備えた流水溝づくりも遅れていた。

　各キャンプには政府から派遣された役人が勤めるｏｆｆｉｃｅ、保健省管轄の診療所、

３～４のＮＧＯがあり共同して救援にあたっている。また治安のため軍人が常駐し

ており、最近増員された模楳である。

　当初５月１５日から始まる″予定だった難民帰還は中止となり、その後の両国間の交渉は

難航している。難民たちも彼らの人権と自由が確保されないかぎり戻らないといっている

ので、当分の間この問題はつづくものと思われる。

４．健康状態

　今年は雨季が遅れており、わたしがいる間は連日暑い日がつづいていた。このため、恐

れていた重大な伝染病が流行するような事態はさけられていた。

　全体として、後述するように貧血、皮膚病、栄養不良症、下痢性疾患が多くみられた

。また腹部が膨満んしたこどもが半分以上もいて、寄生虫問題の大きさを思わせた。頚部

のリンパ節が腫大したこどもも時折みられた。

　死因としては、これも後述するように栄養不良症、下痢性疾患、呼吸器感染症による

ものが多く、複雑にからんでいると思われた。

　各診療所では一日２００～４００人の外来患者を診ているが、今後雨季が本格化すると

現状では相当数の死者がでる可能性があると思われる。
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(月曜日)７月１３日１９９２年(平或４

　
私
は
石
月
八
日
か
ら
六
川
十

一
一
目
ま
で
、
Λ
Ｍ
Ｄ
八
（
ア
ジ

ア
医
師
囲
絡
協
議
会
、
本
部
岡

山
巾
）
か
ら
派
遣
さ
れ
、
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
難

民
キ
ャ
ン
プ
で
医
療
活
動
を
し

て
き
た
。
以
下
わ
れ
わ
れ
の
活

励
を
通
し
て
現
状
を
報
告
し
た

し　
ミ
ャ
ン
マ
ー
車
引
政
権
の
迫

市
を
受
け
て
脱
出
し
た
難
民

は
、
今
年
二
月
か
ら
急
増
し
つ

い
に
こ
十
七
万
人
を
突
破
し

な
。
こ
の
こ
と
を
バ
″
山
一
し
た
Λ

Ｍ
Ｄ
Λ
は
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
コ
、

日
本
両
国
か
ら
な
る
医
療
団
を

編
成
し
、
四
月
か
ら
現
地
で
医

旅
店
勁
を
開
始
し
た
。

　
キ
ャ
ン
プ
は
、
国
境
で
あ
る

栄養不良の子供たち

ｎ牡なお日本からの手を

ナ
フ
川
か
ら
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
散
在
し
て
い
た
。
特
に
国
境

南
部
の
都
市
コ
ッ
ク
ス
バ
ザ
ー
沿
い
の
新
し
い
キ
ャ
ン
プ
で

ル
に
か
け
て
、
約
六
十
Ｊ
の
間
は
、
日
本
で
よ
く
使
う
ご
み
袋

庭

長
谷
川

昭

一

　
は
せ
が
わ
・
し
ょ
う
い
ち
さ

ん
１
９
５
６
年
北
海
道
生
ま

れ
。
8
8
年
新
人
医
学
部
卒
。
内

科
医
。
新
郎
巾
の
下
越
病
院
ほ

か
に
勤
務
の
後
、
今
年
４
月
か

ら
退
職
し
て
海
外
医
療
活
動
に

従
事
。
一
時
帰
国
後
、
７
川
中

旬
か
ら
パ
キ
ス
タ
ン
ヘ
。

難民キャンプの父子。子供た右は
栄養不良に陥っていた＝ミャンマ
ー、筆者撮影

の
ビ
ー
〒
ル
で
覆
っ
た
だ
け
の
る
。
お
な
か
が
パ
ン
パ
ン
に
膨
り
に
な
る
こ
と
が
あ
り
、
日
本

小
屋
が
続
き
、
便
所
や
井
戸
も
れ
た
子
供
が
半
分
以
上
は
い
る
と
の
あ
ま
り
の
違
い
に
愕
然

少
な
い
の
で
非
常
に
厳
し
い
環
し
、
わ
れ
わ
れ
が
実
施
し
た
体
（
が
く
ぜ
ん
）
と
し
た
。
ま
た
、

境
と
な
っ
て
い
た
。
　
　
　
市
制
定
で
も
極
度
の
栄
養
不
艮
ほ
と
ん
ど
の
子
供
が
寄
生
虫
を

　
診
察
し
て
み
て
ま
ず
感
じ
た
児
が
二
〇
％
程
度
見
ら
れ
た
。

の
は
、
子
供
の
栄
養
状
態
が
驚
こ
う
い
う
子
供
で
は
、
ち
ょ
っ

く
ほ
ど
悪
い
と
い
う
こ
と
で
あ
と
し
た
下
痢
で
あ
っ
て
も
命
取

持
っ
て
お
り
、
政
直
や
皮
膚
病

も
多
か
っ
た
。

　
こ
う
い
う
状
況
で
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

と
し
て
は
特
に
寄
生
虫
駆
除
と

衛
生
教
育
の
分
野
を
担
当
し
活

動
し
て
い
る
。
寄
生
虫
は
栄
養

不
良
や
貧
血
の
主
な
原
因
の
一

つ
で
あ
り
、
衛
生
教
育
も
病
気

を
減
ら
す
た
め
に
ぜ
ひ
と
も
必

要
だ
か
ら
で
あ
る
。
駆
虫
薬
は

必
ず
そ
の
垢
で
飲
ま
せ
、
衛
生

教
育
の
教
材
は
字
の
読
め
な
い

人
に
も
わ
か
る
よ
う
に
大
型
の

絵
を
使
っ
た
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
独
白
の

も
の
を
用
意
し
た
。
　
　
　
一

　
私
が
滞
在
中
、
診
療
に
訪
れ
。

だ
難
民
は
六
千
人
を
超
え
、
現

一

在
一
万
人
に
追
っ
て
い
る
と
こ
‘

ろ
で
あ
る
。
今
後
こ
の
プ
ロ
号

エ
ク
ト
は
、
少
な
く
と
も
年
内

は
続
け
る
予
定
で
あ
る
。

　
財
界
の
級
数
国
の
一
つ
で
あ

る
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
。
サ
イ
ク
ロ
ン
な
ど
の
自

然
災
害
が
起
き
や
す
い
環
境
、

そ
し
て
雨
期
の
間
（
六
－
八
月
）

に
お
け
る
伝
染
病
流
行
の
恐
れ
日
本
兵
の
帰
還
に
温
か
い
対
応

な
ど
ど
れ
を
と
っ
て
も
予
断
を
奎
示
し
た
と
い
う
ミ
ャ
ン
マ
ー

許
さ
な
い
状
況
で
あ
る
。
熱
屠
に
、
」
日
も
早
く
真
の
平
和
が

の
中
、
さ
ま
ざ
ま
な
援
助
団
体
来
る
こ
と
を
切
に
望
む
。
そ
の
一

が
よ
く
頑
張
っ
て
い
た
と
思
点
で
最
大
の
援
助
国
で
あ
る
旦

う
。
た
だ
現
地
で
活
動
し
て
い
本
の
果
た
す
役
割
は
非
常
に
大
一

る
日
本
人
が
か
か
わ
る
団
体
は
き
い
と
思
わ
れ
る
。
　
　
　
一

わ
れ
わ
れ
以
外
に
一
つ
あ
る
き
　
活
動
の
問
い
合
わ
せ
な
ど
は
｛

り
で
、
残
念
で
あ
っ
た
。
　
　
Λ
Ｍ
Ｄ
Ａ
本
部
、
電
話
０
８
６
１
‐

　
第
一
一
次
大
戦
中
日
本
車
に
占
２
（
８
４
）
７
６
７
６
へ
。
‐
‐
‐

傾
さ
れ
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
戦
後
　
　
　
　
（
新
潟
市
・
医
師
）
一
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５．我々の活動

　現地では、ＡＭＤＡバングラデッシュのＤｒ１人、コーディネーター１人、ヘルスワー

カー３人（新たに２人雇用した）にくわえ、我々日本人医師も協力し総勢６～７人のチー

ムで活動した。これにより寄生虫駆除に加え、衛生教育のプログラムも充実させることが

可能となった。

　寄生虫駆除は駆虫薬（levamiso1 2.51g/kg）にliquidparaffinを併用するもので、一回

投与とした。その場でかならず飲ませるようにした。

　衛生教育のほうは、駆虫薬投与前に寄生虫の生活史、水、トイレについて大型の絵を使

いながら簡単にｌｅｃｔｕｒｅをするという方式をとった。

　第一次医療隊が４月２５日よりはじめたDhoapalongキャンプ（人口１７３８０人）にお

けるプロジェクトは５月３０日完了した。６ヵ月から１２才までのこども５３６７人をカ

バーした。６月２日よりDechuapalong 1（人口４９８３人）にて活動を再開したが、資

金、教育効果などを検討し今度は家族全員を対象とすることにした。８日までに診ためは

８４６人である。

　この間他の疾病に気付いた際は、近くの診療所に紹介した。

　また各種のミーティングにも積極的に参加し、報告と提言をおこなった。

６．活動の評価

　１）寄生虫駆除

　駆虫薬投与後８－９日目に、２５４人のこどもを対象に調査を実施した。寄生虫が便中

に確認されたものは１４６人、５ ７．５％であった。寄生虫がでても気が付かなかったり

、親が確認し損なったりする場合もありうるので、実際にはもう少し高いと思われる。

　また駆虫薬による副作用は認められなかった。

　２）衛生教育

　難民５０人に衛生教育前後で聞き取り調査をした。その結果、水やトイレにかんするポ

イントはだいたい理解できたようであったが、寄生虫の生活史のほうは少々難しいようで

あった。

７．現在の問題点

　１）難民の帰還のめどがたっていないので、どの段階で再評価しいつまでプロジェクト

を続けるかが難しい

　２）バングラデッシュ、日本ともＤｒの確保が容易ではない

　３）衛生教育の方法、内容とももう少し工夫が必要である

　４）対外活動、とくにマスコミにどうアプローチしていくか、ここしばらくミャンマー

難民問題はほとんど忘れ去られたかの感さえある

８．感想

　国際協力の分野に関心を持って以来ずいぶん時間がかかった。やっとここまできたかと

いう感じである。

　現地でまず感じたのは、思っていたとうりひどいということである。日本でよく使うゴ

ミ袋のビニールでおおっただけの小屋が見渡すかぎりつずいているのを見るとさすがにう

なってしまった。トイレや井戸がまったくないような地区もあるのである。

　こどもたちの栄養状態は一般に悪く、アフリカの飢餓の際見られた極度の栄養不良状態

のこどもも見られ、暗漕たる気持ちになった。
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(平成４年)６月21日１９９２年
１

Z　::

jk　　　婬

ダ

il

カ
ン

ボ
ジア

難
民
帰

国
で

Ｂ?Ｅ禰

蔦鯉邑|

･ - 一 一 -= ･ ･ ･ ･ 一

　
途
上
・
国
援
助
で
大
き
な
役

割
を
期
待
さ
れ
る
日
本
の
非

政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
が
、

転
機
を
迎
え
て
い
る
。
「
和

製
Ｎ
Ｇ
Ｏ
」
は
カ
ン
ボ
ジ
ア

●●● I ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　
約
六
万
人
が
暮
ら
す
バ
ン
コ

ク
最
大
の
ス
ラ
ム
「
ク
ロ
ン
ト

イ
」
。
バ
ラ
ッ
ク
の
密
集
す
る

湿
地
は
果
物
の
皮
の
ま
じ
っ
た

ゴ
ミ
が
浮
か
び
、
悪
臭
を
放
っ

難
民
が
流
入
し
た
タ
イ
を
活
一
て
い
る
。

動
の
ス
タ
ー
ト
地
点
と
し
た
Ｉ
　
ス
ラ
ム
の
入
り
口
に
は
欧
、

と
こ
ろ
が
多
い
。
そ
れ
が
、
　
米
、
日
、
タ
イ
の
九
団
体
の
診

カ
ン
ボ
ジ
ア
和
平
な
ど
を
機

に
ベ
ト
ナ
ム
、
ラ
オ
ス
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
イ
ン
ド
シ
ナ
三

国
に
重
点
を
移
す
な
ど
、
活

動
範
囲
を
広
げ
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、

資
金
集
め
の
た
め
、
欧
米
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
椙
次
い
で
目
本
に

進
出
、
民
間
の
寄
付
金
や
政

府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
を

め
ぐ
る
ジ
ャ
パ
ン
マ
ネ
ー
の

争
奪
戦
が
激
化
し
つ
つ
あ

る
。
　
　
（
辻
陽
明
）

療
所
や
保
育
園
が
集
中
し
、

　
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ス
ト
リ
ー
ト
」
と
呼

ば
れ
る
。
こ
こ
で
図
書
館
と
職

イ

業
訓
練
所
を
運
営
す
る
曹
洞
宗
　
派
遣
援
助
型
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
は
最

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
（
Ｓ
Ｖ
Ａ
）
　
有
力
と
い
わ
れ
る
日
本
国
際
ボ

は
今
春
、
建
物
二
階
の
「
バ
ン
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｖ

コ
ク
事
務
所
）
を
「
ア
ジ
ア
地
Ｃ
」
も
、
Ｓ
Ｖ
Ａ
と
同
時
期
に

城
事
務
所
」
に
改
め
た
。
　
　
タ
イ
か
ら
活
動
を
始
め
た
が
。

　
Ｓ
Ｖ
Ａ
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
い
ま
は
イ
ン
ド
シ
ナ
三
国
に
ア

が
タ
イ
に
流
出
し
た
一
九
七
九

年
に
発
足
。
援
助
対
象
は
難
民

キ
ャ
ン
プ
か
ら
農
村
、
ス
ラ
ム

に
広
げ
な
が
ら
も
、
地
域
は
タ

イ
が
中
心
だ
っ
た
。
と
こ
ろ

が
、
難
民
が
カ
ン
ポ
ジ
ア
や
う

オ
ス
に
戻
る
の
に
伴
い
、
両
国

に
日
本
人
ス
タ
ッ
フ
を
置
い

た
。

ジ
ア
の
徹
点
を
移
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｖ
Ａ
の
秦
辰
也
ア
ジ
ア
地
域

事
務
町
長
は
、
強
い
危
機
感
を

隠
さ
な
い
。

　
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
多
く
が
発

足
後
ま
だ
、
十
年
か
ら
二
十

年
。
規
模
が
小
さ
く
、
活
動
範

囲
も
狭
い
。
実
績
の
あ
る
Ｊ
Ｖ

ン
ド

　
　
「
周
辺
に
援
助
を
必
要
と
す
Ｃ
や
Ｓ
Ｖ
Ａ
で
も
年
間
予
算
が

る
国
が
あ
る
の
に
、
活
勤
し
や
約
四
億
円
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

す
い
タ
イ
に
安
穏
と
し
て
い
ら
で
活
動
す
る
「
シ
ャ
プ
ラ
ニ
ー

れ
な
い
」
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
難
ル
日
市
民
に
よ
る
海
外
協
力
の

民
帰
還
事
業
に
加
わ
っ
て
い
る
会
」
は
約
一
億
円
と
い
う
。

Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
谷
山
博
史
氏
は
こ
う
　
こ
れ
に
対
し
て
、
第
二
次
大

説
明
し
た
。
　
　
　
　
　
　
戦
中
の
欧
州
に
米
国
か
ら
郵
便

　
タ
イ
経
済
は
日
本
企
業
が
直
小
包
を
送
る
運
勤
か
ら
出
発
し

シ
ナ
ヘ
活
動
拡
大

バンコクのスラムは約1600ヵ所、
約150万人が佳むといわれる
　　　　　　　　こ=クロントイで

接
投
資
を
集
中
さ
せ
た
結
果
、

こ
の
数
年
で
急
成
長
し
た
。
欧

米
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
中
に
は
「
タ
イ

は
豊
か
に
な
っ
た
」
と
し
て
、

ス
ラ
ム
で
の
援
助
を
引
き
揚
け

る
例
が
目
立
つ
と
い
う
。

　
　
「
転
換
期
な
の
は
活
動
の
場

所
だ
け
で
は
な
い
。
欧
米
の
有

力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
日
本
の
資
金
を
狙

っ
て
猛
烈
に
働
き
か
け
て
い

る
。
現
状
で
は
、
資
金
や
人
材

が
不
足
し
て
い
る
日
本
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
が
生
き
残
る
の
は
難
し
い
」
。

た
「
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｅ
（
ケ
ア
）
」
の

組
織
は
出
資
側
十
一
力
国
、
援

助
対
象
四
十
五
カ
国
に
の
ほ

り
、
国
際
ス
タ
ッ
フ
約
三
百
五

十
人
、
現
地
ス
タ
ッ
フ
約
七
千

人
を
抱
え
る
。

　
資
金
は
ケ
ア
Ｕ
Ｓ
Ａ
が
米
国

際
開
発
庁
か
ら
得
て
い
る
Ｏ
Ｄ

Ａ
が
主
力
。
こ
れ
が
伸
び
悩
ん

で
い
る
こ
と
か
ら
、
八
七
年
に

つ
く
っ
た
ケ
ア
・
ジ
ャ
パ
ン
で

目
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
資
へ
ｗ
獲
得
を
め

ざ
し
て
い
る
。

　
欧
州
の
戦
災
孤
児
の
救
済
か
ム
）
」
や
フ
ラ
ン
ス
の
「
国
境

ら
始
ま
っ
た
英
国
発
祥
の
多
国
な
き
医
師
団
（
Ｍ
Ｓ
Ｆ
）
」
と

籍
Ｎ
Ｇ
Ｏ
［
セ
ー
ブ
・
ザ
・
チ
い
っ
た
有
名
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
、
日

ル
ド
レ
ン
］
も
八
八
年
、
大
版
本
進
出
を
検
討
中
と
い
う
。

青
年
会
議
所
を
受
け
皿
と
し
て
　
目
本
の
「
寄
付
市
場
」
は
、

日
本
に
進
出
、
今
年
四
月
に
は
定
期
的
に
寄
付
を
す
る
個
人
が

東
京
に
も
事
務
所
を
構
え
た
。

英
国
組
織
の
総
裁
で
あ
る
ア
ン

王
女
の
支
持
を
受
け
て
い
る
こ

と
を
新
聞
広
告
な
ど
で
強
調
し

な
が
ら
、
個
人
や
企
業
の
寄
付

資金集めは

欧米と競合

を
募
っ
て
い
る
。

　
米
国
に
本
部
を
置
く
「
フ
オ

ス
タ
ー
・
プ
ラ
ン
」
は
日
本
進

出
が
八
四
年
と
比
較
的
賦
く
、

い
ま
は
日
本
で
約
四
万
三
千
大

の
「
親
」
を
擁
し
、
年
間
約
二

十
五
倫
円
を
集
め
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
ア
フ
リ
カ
を
主

に
対
象
と
す
る
英
国
発
祥
の

　
「
Ｏ
Ｘ
Ｆ
Ａ
Ｍ
（
オ
ク
ス
フ
ァ

ｉ

ｌ

十
万
人
に
爾
た
な
い
と
い
わ
れ

る
。
欧
米
側
は
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動

は
ス
ピ
ー
ド
と
ス
ケ
ー
ル
の
時

代
。
精
神
だ
け
で
は
無
理
」

　
（
ケ
ア
・
ジ
ャ
パ
ン
）
と
優
位

性
を
強
調
、
働
き
か
け
次
第
で

寄
付
も
増
え
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
も
得
ら

れ
る
と
考
え
て
い
る
よ
う
だ
。

　
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
対
す
る
途

上
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
期
待
も
大
き

い
。
「
タ
イ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
サ
ー
ビ
ス
」
の
デ
ー
シ
ュ
・

プ
ム
カ
チ
ャ
ー
事
務
局
長
は
。

　
「
Ｏ
Ｄ
Ａ
が
道
路
や
ダ
ム
で
は

１４９２LETTER　JULYAMDA/JAPAN NEWS



　　　　　　　　　大野京子。藤井美紀子

＜最近の動き＞

　現在、4ケ所のキャンプ地に難民総数約6万5000人が住んでいる。
ＵＮＨＣＲが1992年1月～4月25日まで駐在し25万ドルの援助を行った。
その後ルーテル教会主催の“Rutheron　World”とネパールとブータンの

Womens　Development　Association（ナリ。ビカース。サンガとブータン。マ
イラ。サンガ）が活動している。
＜難民の背景＞
　ブータン、ネパールそしてインドは昔から国境はあって無きに等しいとい

うところがあり往来自由な地域であった。ブータン国民はもともと一生懸命
働く…という性質ではないこともあってネパールの知識階級の人々がブータ

ンヘ移り住んで行っていた。1991年ネパール国内にインド人出稼ぎ者が急増
した。ネパール人の失職などを憂慮したネパール政府が「ネパール人にはす

べてアイデンティティカードを発行する。これなしでは就職活動等出来ない

…という方法をとってはどうか？」という計画を立案した。実現はしていな
い。おりしもブータン国内では王制に対する民主主義運動が問題となってい

た。その指導者がネパール人であることを口実にブータン政府はネパール人
に対し教育・宗教・仕事・言語上の迫害を行い、ネパールヘと追い帰したり

国外へ締め出すような方策を取っていた。このためウワサが広がってブータ

ンに住んでいたネパール人達がパニックのようになってどんどん戻ってきた
という。そして住宅問題も解決されないうちにネパールのコイララ首相が選

挙公約でブータン難民に住居を与えると演説した。このためまた一挙に難民
が増え現在に至っているという。故に今回の難民はネパールオリジン難民で

あるとの事である。
　この問題については、ネパール・ブータン・インド間（ブータンは現在イ
ンド政府下にある）で話し合いがしばし持たれてはいるが、ブータンは全く

応じていない。ネパールの援助要請に対しインドのラオ首相は一応肯定的な
返事は見せている。しかしインドは他に中国との国境問題を抱えているだけ

にこの問題にはかかわりたくないという背景がある。そのため実質的な政府

間での解決策は取られていない。
　またネパールの新聞はブータンの民主主義を推進させるべきだとこの問題
を取り上げている。２日に1度程関連ニュースを載せている。しかし、国民の

ほとんどは貧しく他者への援助まではとても心が回る余裕もないためか関心

はとても低い。

＜カンカイキャンプの現状＞
　　カンカイ川付近では、雨期の洪水を避けるために少し離れた美しい草地

がパーマネントの土地として難民達に与えられている。キャップはバザール

もあり平和的で落ちついている。家の建築材料などが多く運びこまれ家の建

１５ AMDA/JAPAN NEWS LETTER JULY ９２
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右が藤井美紀子氏左が大野京子氏、

１６
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築が始まっていた。治療所には軍医が駐在しており移動用のヘリコプターを

見た。一般的にカンカイ川付近の難民達にもし重病人が出た場合は車で約30
分程のピンクモールの病院へ運んで治療を行っている。今は特に女性の診療

のために女医の派遣が求められている。ピンクモールにはきれいな下宿先も
あるとの事である。ぜひネパールＡＭＤＡから女医さんの派遣が望まれる。

ということです。
　最後になりましたがお世話になりました関係者の方々に厚くお礼を申し上

げます。

１９９２年(平成４年)
一

ｔ壷r　　　　l笛!

て
い
る
ネ
パ
ー
ル
人
医
師

ス
ア
ラ
・
ポ
カ
レ
ル
さ
ん

　
医
師
不
足
で
十
分
な
医
療
を

受
け
ら
れ
な
い
ネ
パ
ー
ル
の
難

民
を
救
お
う
と
、
神
戸
大
大
学

（
三
四
）
か
十
日
、
日
本
を
た
ち
一

時
帰
国
す
る
。
ポ
カ
レ
ル
さ
ん

は
岡
山
市
に
本
部
を
置
き
難
民

救
済
活
動
な
ど
を
し
て
い
る
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協

議
会
）
の
一
員
で
、
開
会
が
派

遣
す
る
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
よ
る
と
、
ネ
パ

ー
ル
の
東
に
あ
る
ブ
ー
タ
ン
に

は
約
三
十
五
万
人
の
ネ
パ
ー
ル

系
住
民
が
い
る
が
、
一
九
八
九

年
に
起
き
た
ネ
パ
ー
ル
の
民
主

ワ月ＩＯ日

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
同
国
の
留
学
生
医
師
派
遣

荼斤-

ネ
パ
ー
ル
難
民
救
お
う

化
運
動
に
伴
い
、
波
及
を
恐
れ

た
ブ
ー
タ
ン
政
府
が
彼
ら
に
厳

し
い
施
策
を
と
り
哨
め
た
。

　
こ
の
た
め
ネ
パ
ー
ル
ヘ
脱
出

す
る
住
民
が
続
出
、
東
端
の
町
、

ジ
ャ
パ
に
あ
る
難
民
キ
ャ
ン
プ

で
は
五
万
人
以
上
が
井
戸
水
汚

染
な
ど
悪
い
衛
生
状
態
の
中
で

暮
ら
し
、
マ
ラ
リ
ア
な
ど
で
死

亡
す
る
人
も
で
て
い
る
。
医
師

も
現
地
の
三
人
だ
け
で
薬
品
も

不
足
し
て
い
る
と
い
う
。

　
ポ
カ
レ
ル
さ
ん
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

ネ
パ
ー
ル
支
部
の
医
師
三
人
と

合
流
し
て
ジ
ャ
パ
に
野
外
診
療

所
を
開
き
、
治
療
に
あ
た
る
ほ

か
、
国
連
や
民
間
の
援
助
機
関

と
情
報
交
換
、
政
府
に
も
働
き

か
け
て
救
援
体
制
を
整
え
る
。

二
十
八
日
に
日
本
へ
帰
る
。
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
は
体
制
が
整
う
ま
で
順

に
医
師
、
看
護
婦
を
派
遣
す
る
。

　
打
ち
合
わ
せ
の
た
め
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
事
務
局
の
岡
山
市
の
菅
波
内

科
医
院
を
訪
れ
た
ポ
カ
レ
ル
さ

ん
は
「
人
間
ら
し
い
生
活
を
お

く
れ
る
よ
う
力
い
っ
ぱ
い
働

く
。
将
来
、
経
験
を
生
か
し
た

い
」
と
力
を
込
め
て
話
し
て
い

た
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
山
本
秀
樹
事

務
局
長
は
「
現
地
に
詳
し
く
人

脈
も
あ
り
、
難
民
の
大
き
な
力

に
な
る
」
と
期
待
し
て
い
る
。



　タイ国よりのチャムロン氏を団長とする農業研修団の予定は下記のごとく
です。御協力いただいています関係者の方々に厚くお礼を申し上げます。

（目的）
　　１）農業研修

　　２）国際交流
（日程）
　　７月２０日から８月２日までの２週間

（研修先）

　　１）高松農協
　　２）加茂川町

　　３）山本農園

（訪問先）
　　岡山県庁／岡山県国際交流協会／岡山市庁／広島県庁／東京都庁

　　大阪府庁／黒住教／国泰寺／比叡山／岡山青年会議所／日本青年会議所
　　アジア文化会館
（講演）

　　「タイの心」於岡山県総合福祉会館
（人数）

　　１２名十３名新聞記者（バンコックポスト／ネーション／　）

Thai opposition leader to visit
Farm methods wnl be studied during two-week stay

　oKAYAMA（Kyodo）Thaioppo-
sition leader Chamlong Sri-

muang，who led a prodemoc-

up a specjal series of agricul-

tural training programs in Ja-

pan.

　(;hamlong went to the U.S.

to be trained as an army offi-

cer after graduating from the

Royal Military Academy of
－　一一　－

racy campaign ，against the　　Shigeru Suganami, a doctor　Roy91 Military Academy ol

military reglme m.May，wlll　who heads the AMDAs said he Thalland.

pay a two“week vislりo Japlm　received a letter7riday in-　. ln 1985' he successful】y r!ln

le)ct“o°th to l｀ecelyetl｀8111‘　forminghim that Chamlong　l“ thg B81gk5!k g“be"18to!'181

瓢旨2応諾1‘2■ﾄ2r･t･okly一一tご7?一ごz巴

tion's agricultural coopera-

tives,a citizen's group has an-

nounced｡

　The former Bangkok gover-

nor，jnvited by the Associa-

tjon of Medical Doctors for

Asia，will receive instruction

at the Takamatsu Agrjcultur-

al Cooperative here， a spokes-

man for the group said｡

　Members' of the AMDA，

who became acquainted with

Chamlong through their vol-

unteer activities in Thailand，

olfered last November to set

　Cham10ng has requested

that Suganami train a num-

ber of Thai agricultural ex，

perts，who will be sent to vil-

lages,in northeastern Thai-

land,an AMDA member said｡

　Several　Thai　farmers，

teachers from agricultural

schools and doctors wnl ac-

company Chamlong， For part

of their visit，they will stay at

the homes of the association's

and cooperatiie's members，

the AMDA source said.

□ AMDA/JAPAN　NEWS　LETTER　JULY

and uncorrupt national poli-

tics.”

.By leading the May anti-
government　campaign、he

took the injtiativejn evenlual-

ly toppljng the Suchinda gov-
ernment.、

　¨l hope ｛iur agricullural
knowhow wiU contribute to

raising the standard of agri-

culture in Thajland,”Sugana-

misaid.“l want to deepen un-

derstanding with　the ，Thai

people through agrjcultural

exchanges.”

９２
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１９９２年(平成４年)７月１７日　　金曜日限罰
面？

　・　･･■㎜■㎜㎜

IΞ］塞月

　
タ
イ
の
に
ド
化
り
Ｉ
ダ
ー
の
チ
ャ
ム
ロ
ン
・
ス
イ
ー
ム
ア
ン

氏
が
二
十
目
、
見
入
や
農
業
指
導
者
ら
を
伴
い
、
十
二
人
で
岡

山
市
人
○
す
る
。
ア
ジ
ア
話
国
の
医
師
ら
で
つ
く
る
「
ア
ジ
ア

医
師
連
絡
協
議
会
」
（
本
部
・
岡
山
市
、
菅
波
茂
代
表
）
が
招

い
た
も
の
で
、
約
十
日
間
に
わ
た
り
、
岡
山
直
高
松
農
協
（
藤

坪
虎
雄
絹
へ
昆
、
組
合
員
千
六
。
白
惑
の
農
家
な
ど
に
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
し
な
が
ら
、
有
機
農
法
を
視
察
す
る
。
一
行
を
迎
え
入

れ
る
組
合
Ｈ
ら
は
「
あ
り
の
ま
ま
の
農
家
の
姿
を
通
じ
て
、
目

私
凋
認
の
心
を
伝
え
た
に
？

と
準
備
を
進
め
て
い
る
。

１
１
１
ｊ
１
　
来
目
の
き
っ

　
　
　
　
　
　
　
か
け
と
な
っ
た

…
…
…
゛
」
。
’
の
は
、
ア
ジ
ア

】
岫
皆
淡
淡
誕

　
　
・
乙
が
東
北
タ
イ

　
　
　
で
進
め
て
い
る

　
　
　
面
村
開
発
支

　
　
　
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

　
　
　
士
。
厳
し
い

　
　
　
干
ば
つ
と
塩
分

皿

含
ん
だ
壌

　
　
　
の
た
め
深
刻
な

有機農法を学ぶ
バ
ン
コ
ク
に
流
入
し
た
哉
民
た

ち
の
ス
ラ
ム
化
問
題
に
取
り
組

ん
で
い
た
当
時
知
事
の
チ
ャ
ム

ロ
ン
氏
が
共
鳴
し
、
十
数
年
前

か
ら
ト
マ
ト
や
キ
ュ
ウ
リ
な
ど

の
有
機
農
法
に
取
り
組
ん
で
い

る
高
松
農
協
を
訪
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
と
い
う
。

　
有
機
農
法
は
、
化
学
肥
料
や

農
薬
を
使
わ
ず
、
た
い
肥
や
ナ

　
　
　
　
　
　
タ
ネ
か
す
な
ど

　
　
　
　
　
　
の
有
機
物
を
利

農家などでホームステイ

高
松
農
協
訪
問

貧
困
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
農
村

部
に
、
低
コ
ス
ト
の
有
機
農
法

を
根
づ
か
せ
、
医
師
を
派
遣
し

て
生
活
向
ｈ
を
目
指
す
計
画
。

川
す
る
。
自
然

が
織
り
な
す
生

態
系
や
地
下
水

な
ど
の
環
境
を

れ一

っ
た
岡
山
市
平
山
、

さ
ん
（
四
八
）
は
脱
サ
一
『

転
身
し
た
。
キ
ャ

ス
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

チ
ャ
ム
ロ
ン
氏
ら
に
見
て
も
ら
う
有
機
農
法
で
會

ト
の
収
穫
作
業
に
精
を
出
す
大
森
美
千
子
さ
ん
（

　
　
口
岡
山
市
平
出
の
大
森
さ
ん
方
の
ビ
ニ
ー
ル

１９９２年（平成4年）７月１６日（木曜日）

　　　　　冪日新舶

を
通
じ
て
約
十
品
目
の
有
機
栽

培
を
軌
道
に
乗
せ
て
い
る
。
妻

の
美
千
子
さ
ん
（
四
七
）
は
「
気
取

ら
ず
に
い
つ
も
通
り
の
暮
ら
し

や
農
作
業
を
見
て
も
ら
う
つ
も

り
。
タ
イ
の
農
家
に
必
要
な
も

の
が
き
っ
と
見
え
て
く
る
は

ぎ
。
藤
井
理
事
長
も
「
有
機

農
法
は
化
学
物
質
に
頼
ら
ず
手

塩
に
か
け
て
命
を
は
ぐ
く
む
農

法
。
そ
れ
ぞ
れ
の
農
家
が
創
意

工
夫
を
積
み
重
ね
て
結
実
さ
せ

た
シ
ス
テ
ム
を
く
み
取
っ
て
、

タ
イ
の
農
家
の
た
め
に
役
立
て

て
ほ
し
い
」
と
期
待
し
て
い

る
。

タイ民主化運

動のリーダー

チ

　ャ

フ、

　
タ
イ
民
主
化
運
動
の
り
Ｉ
ダ

ー
で
、
五
月
に
起
き
た
ス
チ
ン

ダ
首
相
退
陣
運
動
で
逮
捕
さ
れ

た
元
バ
ン
コ
ク
知
事
、
チ
ャ
ム

ロ
ン
氏
を
り
Ｉ
ダ
ー
と
す
る
農

業
研
修
団
十
二
人
が
二
十
日
、

来
日
す
る
。
一
行
は
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
し
な
が
ら
、
有
機
農
業
で

全
国
的
に
知
ら
れ
る
岡
山
市
の

岡
山
市
高
松
農
協
（
藤
井
虎
誰

組
合
長
）
で
今
月
末
ま
で
、
土

壌
改
良
法
な
ど
に
つ
い
て
学

ぶ
。
ま
た
、
二
十
三
日
午
後
六

時
か
ら
、
同
市
石
関
町
の
県
総

合
福
祉
会
館
で
、
チ
ャ
ム
ロ
ン

今

月

氏
の
聊

　
チ
ャ
ざ
Ｉ
‘
ヽ

刄Ｆ１　１９９２年(平成４年)７月１１日楽斤S奔兆菟ヌＫE7

前バンコク知事が

23日岡山で講演会

　20日､市内を農業視察

　
五
月
に
タ
イ
で
起
き
た
軍
と
市
民

と
の
流
血
事
件
で
民
主
化
運
動
を
指

導
し
た
、
前
バ
ン
コ
ク
知
事
の
チ
ャ

ム
ロ
ン
氏
Ｈ
写
真
Ｈ
が
岡
山
市
内
で

講
演
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
チ
ャ

ム
ロ
ン
氏
は
二
十
日
に
来
日
、
岡
山

市
内
で
農
業
視
察
を
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
講
演
会
を
主
催
す
る
岡

山
県
国
際
交
流
協
会
で
は
広
く
参
加

を
求
め
て
い
く
。

こ
ナ
ヤ
ム
ロ
ン
氏
の
一
行
は
タ
イ
国

団
を
受
け
入
れ
る
の
は
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
難
民
救
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
な
ど
活
発
な
活
動
を
続
け
る

Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
の
「
ア

ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
（
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
）
」
（
本
部
・
岡
山
市
、

菅
波
茂
代
表
）
。
チ
ャ
ム
ロ
ン

氏
は
バ
ン
コ
ク
知
事
の
こ
ろ
か

ら
「
タ
イ
の
発
展
は
農
業
の
振

チャムロン氏

内
の
農
業
指
導
者
ら
十
二
人
。
有
機

顛
農
薬
野
菜
・
米
な
ど
に
取
り
組
む

岡
山
県
内
の
農
業
を
視
察
す
る
の
が

目
的
で
、
八
月
二
日
に
離
日
す
る
予

定
。
‘
農
業
改
革
に
関
心
の
あ
る
チ
ャ

ム
ロ
ン
氏
が
岡
山
の
農
業
事
情
を
耳

に
し
た
こ
と
か
ら
実
現
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

　
（
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
）
が
受

け
入
れ
窓
口
と
な
っ
て
い
る
。

　
謙
澗
会
は
二
十
三
日
午
後
六
時
か

ら
八
時
、
岡
山
市
の
県
総
合
福
祉
会

館
で
開
か
れ
る
。
テ
ー
マ
は
「
タ
イ

の
心
」
（
仮
題
）
。
入
場
料
五
百
円
、

定
糾
四
百
人
で
日
本
語
訳
付
き
。
申

し
込
み
は
二
十
日
ま
で
に
、
往
復
は

が
き
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を

審
い
て
岡
山
県
国
際
交
流
協
会
（
岡

山
市
厚
生
町
三
ノ
｛
三
五
こ
貫

a
x
c
s
al
e
s
4
s
･
c
l
e
s
z
l
s
｝
へ
。

Å
却
ｉ
を
Ｓ
Ｕ
て
一
利
伺
年
Ｃ

育
成
を
図
る
な
ど
、
農
業
振
興

に
尽
力
。
ま
た
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
も
、

タ
イ
の
医
療
を
発
展
さ
せ
る
た

め
に
は
、
農
業
を
中
心
に
し
た

生
活
基
盤
の
安
定
が
不
可
欠
と

し
て
、
農
業
研
修
団
の
受
け
入

れ
を
検
討
。

　
昨
年
秋
、
チ
ャ
ム
ロ
ン
氏
と

似
波
代
表
が
バ
ン
コ
ク
で
会
見

し
、
圧
式
に
決
定
し
て
い
た
が
、

今
年
三
月
に
チ
ャ
ム
ロ
ン
氏
率

い
る
「
正
義
の
力
」
党
が
タ
イ

国
会
の
総
選
挙
で
大
躍
進
。
さ

ら
に
、
軍
主
導
の
政
府
に
国
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｗ
運
動

か
凍
ま
’
Ｊ
だ
こ
と
か
ら
、
。
研
修

団
の
来
日
が
危
ぶ
ま
れ
て
い

た
。

　
一
行
は
二
十
九
日
ま
で
岡
山

に
滞
在
。
そ
の
後
、
広
島
や
京

都
な
ど
を
見
学
し
、
八
月
二
日
、

帰
国
予
定
。
岡
山
滞
在
中
、
チ

ャ
ム
ロ
ン
氏
は
国
会
議
員
選
挙

の
登
録
な
ど
で
一
時
帰
国
す
る

な
ど
、
一
部
別
行
動
と
な
る
。

　
チ
ャ
ム
ロ
ン
氏
の
講
演
会
は

県
国
際
交
流
協
会
な
ど
の
主
催

で
開
催
。
「
タ
イ
の
心
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
、
約
二
時
間
講
演

す
る
。
入
場
料
は
五
百
円
で
、
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タイ農村部の薬事事情　一　村の薬生協を中心に

国際厚生事業団・途上国派遣専門家 岡山県山陽町 奥田　朗

　　［金は出すが汗はかかない］という日本の途上国援助の姿勢に対する批判に応えて、厚生省では開

発途上国派遣専門家養成研修を、平成元年度から国際厚生事業団に委託して実施しているが、この研

修の第１回生として参加し、その間の海外研修、また、その後の活動によりタイ農村部の医薬品事情

、とくに医療施設へのアプローチの困難な地域における薬生協について些か知るところがあったので

報告する。

　タイにおける医薬品は保健省制定／製造の２５０種あまりのエッセンシャルドラッグが主体であり

国立関係の医療機関は殆どこれに依存している。勿論、輸入医薬品として世界中から種々の製品が入

っているが高価である為、一部の私立病院等で採用されているにすぎない。とくに、農村部において

は医療機関に辿りつくまでが大変な地域が多く、使用する薬の選択以前の状況にある。タイ政府は地

域病院、地区病院、さらにその下にヘルスセンターを設けて地方の医療の充実を図っているが農村部

においてはこれら医療機関に容易にアプローチ出来るのはごく条件の良い一部の地域に限られている

。このような状況の中で、タイ農村部におけるＰＨＣ活動で実情をふまえて最も成功したケースと評

価されているのがVHV、VHC（village Health volunteer､village Health Communicator）の組

織化とこれに付随する薬生協である。

　薬生協は、近くに医療施設がなく正規の医薬品の入手が困難な地域に、安全でかつ安価な日常的に

必要な薬を確保するための一種の生活協同組合で、１９８２年以来、政府の後援で推進されている。

上記のＶＨＶ、ＶＨＣが中心となりまず生協を設立し１株５－２０パーツで出資を呼び掛ける。村の

全戸数の７０％が加入すると政府から７００パーツの援助があり、合わせて約２０００パーツで決め

られた約７０種類の必須医薬品の中から実情に応じた２０種程度を購入し、村内の雑貸店等を借りて

定数保管する（デポ）。必要な場合村人はＶＨＶに相談し、ＶＨＶは状況を判断し服用する医薬品の

種類と付随する情報を伝達する。患者は指示された医薬品をデポで購入・服用する（一日分５－２０

円程度）というシステムになっている。そして以後の補填薬は政府機関から正価の７０％で購入する

ことが出来るのでその差額は生協の運転資金とすることが出来る。タイの人たちの熱心さと識字率の

高さがこのシステムを支え、発展させていると思われるが１９９０年現在で約８０％の村にこの生協　‾

が設立・自主運営されている。また一部の村においてはデポまでのアプローチさえも大変な家族の為

に「富山の置くすリ」方式も開発され鎮痛剤、ＯＲＳ、かゆみ止め、など数種類がセットされたファ

ミリーキッドも用意されている。

　勿論、約５週間の医学教育を受けているとはいえＶＨＶの判断ミスの問題とか、医薬品の保管状況

等に問題が無いわけではないが、このシステムに依り村人に安心と協調の輪を広げていることに間違

いは無い。

　本年も上記の途上国派遣専門家研修が１１月から実施されますが興味のあるかたは国際厚生事業団

(03-3225-6591)にお問い合わせください｡小林米幸､先生も講師の一人としてお願いしています。

募集締切は８月２８日です。

１９ AMDA/JAPAN NEWS LETTER JULY
９２



卵も同居する薬生協のデポ。
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ハＭＬ)Ａ[五I際医療情報センター便り

　　1引束京都けt田谷区新町２－７　１　横尾ビル２０１

　　個03(37(㈲4243,03(3706)7574，FAX 03(3706)4420

センター電話相談（1992年4月1日～1992年6月30日）

こ．外国人からの相談件数

　　　　　　　　４月　　　５月　　６月　　　　計

　　件数　　　１０３　　９５　１１９　　３１７

２．外国人相識者国籍別統計（不明を除き64ｶ国）

1991年4月17日(開設日)からの累計

　　　　　　　　！４２１

国名　　　　．目件数　　累計 日本　　　　　　2　　　29

台湾　　　　　　1　　　21

韓国　　　　　　2　　　22

イラン・ﾄﾞｲﾂﾞ　　2　　　28

ﾅｲｼﾞｪﾘｱ　　　　　0　　　14

力｀｀-ﾅ　　　　　　　0　　　12

インド　　　　　1　　　13

7ﾙｾつﾁﾝ　　　　　0　　　10

フランス　　　　0　　　11

ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ　　　　1　　　11

イスラエル　　　1　　　11

ネパール　　　　０　　　９

スペイン　　　　２　　　８

ﾆｭｰｼ｀｀-ﾗﾝﾄﾞ　　２　　　８

マレーシア　　　１　　　６

ﾀｲ･ｲﾀﾘｱ・ﾎﾞﾘﾋﾌ1　　16

ｼﾝＦﾎﾟｰトﾐｬﾝﾏｰ4　　16

コロンビア　　　０　　　６

ｵﾗﾝﾀﾞ・ｽｲｽ　　　　０　　　８

フィンランド　　０　　　４

ﾒｷｼJ･ｵｰｽﾄﾘｱ　　０　　　６

ﾛｼｱ・香港・ﾊﾞﾊﾏ2　　9

ｶﾒﾙｰﾝ･ｽｴｰﾃﾞン　　１　　　５

他２１カ国　　　2　　23

不明　　　　　　9　　69

合計　　　　　119　1421

アメリカ　　　　27　　371

中国　　　　　　14　　　L57

フィリピン　　　7　　　94

カナダ　　　　　１　　　　乃

ブラジル　　　　　9　　　69

ｵﾊﾞﾄﾗﾘｱ　　　　　6　　　　60

ペルー　　　　　9　　　58

ﾊうｸﾞﾗﾃﾞｨｼｭ　　　0　　　　43

ﾄﾞｷｽﾀﾝ　　　　　　0　　　　42

イギリス　　　　5　　　44

ｽﾘﾗﾝｶ　　　　　　　1　　　　32

３．地域別内訳

　　東アジア

　　東南アジア

　　南アジア

　　北米

　　西欧

　　東欧

　　不明

　　合計

６

１

上

３

１

１　！

月

８

６

２

４

０

Ｏ
（
‥
り
（
り

４．外国人相談者居住地域

　　　　　　　６月

東京

神奈川

埼玉

干葉

６２

Ｏ
（
り
［
／

２

７

１

１

２

１

１

４

１

累

２

６

０

４

!．

　　　６

１ ４ ２

累

８

７

１

７

計

９

７

４

９

計

８

１

６

６

３

４

９

１

（55

け２

（８

（５

（16.0S）

（ll.3X）

（7.5X）

（31.4X）

（8.0X）

（0.3X）

｛4.9X｝

（100X）

5X）

5X）

OS）

6X）

５．相談内容

　　　　　　　　　　　　　　　　　６月

　　Ｏ)前葉の分かる医師の紹介　１ ０６

(2)医療制度

(3)金銭問題・トラブル相談

(4)病気の説明

(5)その池

　　　　　　合計 １１

９
｀
（
乙
Ｒ
ｗ
４
（
Ｍ

２１

中

オ

ア

中

南

セ

フ

近

米

ア

リ

東

他県

不明

合計

－－

力

ア

　　累計

１０９７(７７

１ ２ ７

１１４

　１３

　　　７

１ ４ ２

０

１

８
ｎ
ｘ
り
０
４

１

６

１

１

１

2X）

9%）

OX）

9い

9S）

100%）

AMDA/JAPAN NEWS LETTER JULY

６ 月

Ｑ
（
Ｘ
）
￥
Ｎ

月

１

０

９

９２

　累

１６

　６

　３

　２

計

い

９（

７（

７（

１１

　４

　２

　１

3X）

9X）

6S）

9‰）

　　累計

　14 5（10.2X）

　117（8.2X）

1421（100X）
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Ｏ 他機関からの相談件数(機関別)

ｏ)病院

(2)公的機関(大使館・自治体等)

日)マスメディア

(４)ＮＧＯ

１

１

Ｏ

７

０

６

(引教会

(6)企業

□)そのほか

　合計

ハ　他機関からの相談・問い合わせ内容(複数回答)

　　Ｏ)業務内容問い合わせ　　　　　１６　　(５)保険について

　　(2)医療機関紹介　　　　　　　　　8　　(6)問診友

　　(3)医療費について　　　　　　　　7　　(7)そのほか

　　(4)通訳・言葉　　　　　　　　　　　８

り
乙
４
ｊ
ら
乙

　
　
　
　
　
　
　
４

３
５

　６Ｍ２０日（土）、‘「１１カ国語診察補助表」販売開始しまＬた。

昨年の廬から、計画を練り始め、ようやく完成、販売へと漕ぎつけまl.た。毎日、読

売、朝日新聞で紹介されたため、電話が殺到しています。

　j’語は、韓国語、中国語、タガログ語、ベトナム語、カンボジア訥、ラオス語、

タイ語、ペルシヤ語、英語、スペイン語、ポルトガル語の１１カ国語です｡

ご希り1の方はセンターまでお電話（０３－３７０６－４２４：３）でお　　申し込みく

ださい。　１１力国語１セットで￥５０００です。

ム　センター独自のニュースレター発行。

　　　今までＡＭＤＡニュースレターの紙面で活動報告を行ってきましたが、ＡＭＤＡの

　　メンバー、運営協力者の方々にしか目に触れる機会がありませんでし配、そこで、そ

　　れ以外の方々にも広くセンターの活動に付いて知っていただくため、センター独自の

　　ニュースレターを発行することにしました。

　　　その月の相談件数だけでなく、むずかしい相談から字んだこと、又、いろいろな国

　　の文化、医療事情など、盛りだくさんでお届けする予定です。

　　　隔月発行の予定です。センターでは年間購読者を募集しています。

　　年問￥３０００です。ご希望の方は、センターまでお電話でお申し込みください。

　　　　　　　　　　　　　四i皿四敏行㈹０脇士。三種曼尽ｲ男物認可丿

　　　　　　　　　　　　　　　　　在日外国人患者に強い味方

タ
ガ
ロ
グ
語
の
問
診
表
を
使
っ

て
症
状
を
聞
く
医
師
（
東
京
都

町
田
市
内
の
病
院
で
）

髭藤扇頭|胆鴻図|
　
作
成
し
た
の
は
、
圧
日
外
国

人
向
け
に
電
話
に
よ
る
医
療
相

談
を
受
け
て
い
る
Λ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国

際
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
（
東
京

都
世
田
谷
区
）
。
ア
ジ
ア
の
医

療
問
題
を
考
え
る
医
師
や
看
護

婦
ら
の
市
民
団
体
「
ア
ジ
ア
医

師
連
絡
協
議
会
日
本
支
部
」
（
岩

波
茂
代
表
、
二
千
人
）
が
運
営

し
て
い
る
。

　
セ
ン
タ
ー
は
、
昨
年
四
月
に

開
か
れ
た
。
英
語
（
毎
日
）
、

中
国
語
（
水
、
上
曜
日
）
、
ス

ペ
イ
ン
語
（
月
、
火
、
水
）
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
（
水
）
の
通
訳

が
、
電
話
で
在
日
外
国
人
に
こ

た
え
て
い
る
。

　
相
談
は
、
今
年
五
月
末
ま
で

に
六
十
四
か
国
、
千
三
百
一
一
件

に
達
し
た
。
そ
の
七
六
％
ま
で

が
、
「
言
葉
の
わ
か
る
医
師
を

細
介
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
も

カ
ン
ボ
ジ
ア
語
、

　
（
同
四
り
）
の
1
.

壮士ｽぐ才iJ

ごLil?7』11a

ノ:　　　　　･j ･ぶ’
幽　　　μ

塵：　　　　　．ン
者１　　　　４タ
に１　　　　　２　１

り
）
、
韓
国
語
、
ペ
ト
ナ
ム
語
、

け
て
い
る
。
十
一
か
国
語
一
セ

ッ
ト
で
、
五
千
円
（
送
料
込
み
）
。

　
問
診
表
は
、
患
者
用
と
医
師
す
。

用
の
二
種
あ
る
。
中
国
語
、
タ
　
セ
ン
タ
ー
は
、
医
療
機
関
だ

ガ
ロ
グ
語
、
ラ
オ
ス
語
、
タ
イ
け
で
な
く
、
ホ
テ
ル
や
日
本
語

語
、
英
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
ポ
学
校
、
企
業
な
ど
在
日
外
国
人

ル
ト
ガ
ル
語
（
各
Ａ
４
判
八
の
多
い
所
で
の
活
用
を
呼
ぴ
か

AMDA/J APAN

作
り
、
セ
ン
タ
ー
の
通
訳
や
在
語
が
話
せ
な
い
医
師
か
ら
患
者

日
外
国
人
の
医
療
関
係
者
か
翻
へ
の
情
報
伝
達
は
な
か
っ
た
。

訳
し
た
。
今
月
中
旬
、
一
年
が
こ
の
問
診
表
で
、
か
な
り
の
壁

か
り
で
完
成
し
た
。
　
　
　
が
解
消
さ
れ
る
と
思
う
」
と
話

NEWS

の
。
ま
た
、
外
国
人
患
者
を
か

か
え
た
医
療
機
関
か
ら
の
問
い

合
わ
せ
も
多
く
、
通
訳
者
が
電

話
口
で
患
者
と
医
師
の
仲
介
を

す
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

　
問
診
表
は
、
こ
う
し
た
患
者
、

医
療
の
現
場
で
の
悩
み
を
解
消

し
よ
う
と
作
成
さ
れ
た
。
ま
ず
、

医
師
が
実
際
に
問
診
す
る
時
の

状
況
を
想
定
し
て
日
本
語
版
を

　
在
日
外
国
人
が
日
本
の
医
療
機
関
に
か
か
る
時
、
言
葉
の

壁
で
医
師
、
患
者
と
も
因
る
こ
と
が
多
い
。
そ
ん
な
障
害
を

少
し
で
も
取
り
除
こ
う
と
、
ト
ー
か
国
語
の
問
診
衷
（
診
察

補
助
表
）
が
市
民
団
体
の
手
で
出
来
上
が
っ
た
。
問
診
表
の

内
容
は
、
医
師
な
ど
医
療
機
関
側
と
患
者
が
お
互
い
に
言
葉

が
通
じ
な
く
て
も
、
必
要
最
小
限
の
診
療
と
治
療
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
工
夫
さ
わ
て
い
る
。

　
市
民
団
体
一
年
の
成
果

分
け
て
作
ら
れ
て
い
る
。

　
患
者
用
は
、
患
者
が
自
国
語

と
日
本
語
で
膚
か
れ
た
表
を
窓

口
で
受
け
取
り
、
健
康
保
険
証

の
有
無
、
診
察
を
受
け
に
来
た

理
由
（
三
十
八
項
目
）
、
病
歴

な
ど
に
つ
い
て
、
該
当
す
る
項

目
を
選
ぶ
。
医
師
用
と
い
う
の

は
、
医
師
が
患
者
に
示
す
も
の

で
、
「
金
銭
的
に
問
題
が
あ
る

か
」
と
い
う
設
問
に
始
ま
り
、

検
査
、
治
療
、
手
術
、
薬
な
ど

の
内
容
を
説
明
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
歯
科
専
用
に
つ

い
て
も
、
作
る
と
い
う
。

　
セ
ン
タ
ー
所
長
で
医
師
の
小

林
米
幸
さ
ん
は
、
‐
1
1
ほ
か
に
も

外
国
語
に
よ
る
問
診
衷
が
あ
る

が
、
治
者
の
言
い
分
を
医
師
に

伝
え
る
だ
け
の
も
の
で
、
外
国

ＬＥＴＴＥＲ ＪＵＬ Ｙ ９２ ２２



　
日
本
に
潜
在
す
る
外
国
人
が
増
え
る
に
伴
い
、
医
療
現
場
で
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
い

る
。
言
葉
や
風
俗
、
習
慣
の
違
い
か
ら
く
る
異
文
化
摩
擦
、
保
険
に
入
っ
て
い
な
い
不
法
就
労

者
や
短
期
滞
在
者
が
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
に
起
き
る
医
療
費
を
め
ぐ
る
問
題
…
…
。
こ
う

し
た
、
外
胆
は
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
型
医
療
に
見
直
し
と
対
応
を
追
っ
て
い
る
。

　
摩
擦
日
本
人
の
医
師
と
外

国
人
の
患
者
と
の
間
で
ど
ん
な

摩
擦
が
起
き
て
い
る
の
か
。

　
妊
娠
し
て
入
院
し
た
中
国
や

台
湾
の
女
性
は
、
あ
ま
り
生
野

菜
を
食
べ
な
い
と
い
う
。
母
国

で
は
妊
娠
中
、
お
な
か
を
冷
や

す
の
は
よ
く
な
い
と
、
冷
た
い

も
の
は
控
え
る
か
ら
だ
。

　
欧
米
人
は
薬
に
敏
感
で
、
種

類
や
副
作
用
を
詳
し
く
聞
く
。

日
本
の
″
薬
瀧
口
を
嫌
が
っ

て
、
指
示
通
り
服
用
し
な
い
人

も
。
と
く
に
抗
生
物
質
は
使
い

た
が
ら
な
い
。
母
国
の
か
か
り

つ
け
医
師
に
、
フ
フ
ク
ス
で

　
「
飲
ん
で
い
い
か
」
と
問
い
合

わ
せ
る
米
国
人
も
い
る
。

　
入
院
患
者
の
場
合
、
週
一
回

程
度
あ
る
順
番
制
の
入
浴
を

　
「
不
潔
だ
」
と
嫌
が
り
、
毎
日

シ
ャ
ワ
ー
を
険
い
た
が
る
。
イ

ス
ラ
ム
系
の
女
性
は
、
男
性
医

師
の
前
で
肌
を
見
せ
よ
５
と
し

な
い
と
い
勺
。

　
旧
宅
に
石
同
語
と
北
一
訊
語

に
よ
る
い
の
ち
の
電
話
関
西

外
国
人
患

市
西
区
日
は
十
瓦
箆
則
に
日
本

人
と
結
婚
し
た
。
長
女
を
出
産

す
る
時
、
初
め
は
近
所
の
産
院

に
通
っ
た
が
、
言
葉
が
う
ま
く

通
じ
ず
ス
ト
レ
ス
が
高
じ
た
。

　
「
産
む
の
が
怖
い
」
と
い
う
気

持
ち
が
ど
５
伝
わ
っ
た
の
か
。

　
恥
れ
な
ら
、
お
ろ
し
た
ら
］

と
医
師
に
邑
わ
れ
、
傷
つ
い

た
。
結
局
、
知
人
に
紹
介
し
て

も
ら
っ
た
台
湾
入
経
営
の
病
院

で
出
産
し
た
と
い
う
。

　
医
療
保
険
民
間
団
体
「
ア

ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
」
（
本

部
・
岡
山
市
）
は
昨
年
、
東
京

都
内
に
「
国
際
医
療
情
報
セ
ン

タ
ー
」
を
設
け
、
外
国
人
の
電

話
相
談
に
応
じ
て
い
る
。
月
に

約
百
件
、
七
割
は
二
目
葉
の
分

か
る
医
師
の
紹
介
」
、
一
割
が

　
一
「
医
療
制
度
」
の
相
談
だ
。

　
医
療
制
度
を
め
ぐ
っ
て
、
神

り
市
で
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
い

る
。
治
療
費
約
西
六
十
万
円
を

生
命
線
一
を
設
け
、
様
々
な
相
支
払
え
な
い
ス
リ
ラ
ン
カ
八
留

談
に
応
じ
て
い
る
特
薦
出
身
の
・
学
生
に
対
し
て
、
神
戸
市
が
生

伊
藤
み
ど
○
さ
ん
万
万
八
坂
活
保
護
法
に
基
づ
く
医
療
扶
助

る
。
だ
が
、
総
務
庁
の
昨
年
の

調
査
で
は
、
医
療
機
関
を
利
用

し
た
外
国
人
の
う
ち
約
五
三
％

が
加
入
し
て
い
な
か
っ
た
。

　
神
戸
市
は
一
九
九
〇
年
か
ら

者
と
ト
ラ
ブ
ル

し
か
な
く
、
病
気
に
な
っ
て
も

治
療
を
受
け
た
が
ら
な
い
人
が

多
い
。
支
援
団
体
の
間
で
は
「
不

法
就
労
者
で
も
緊
急
医
療
は
保

障
す
べ
き
だ
」
と
の
声
も
。

　
対
応
外
国
語
で
医
療
情
報

の
資
料
を
つ
く
る
自
治
体
が
増

え
て
い
る
。
神
戸
市
は
日
本
語

と
英
語
で
保
険
加
入
の
メ
リ
ッ

ト
と
手
続
き
を
紹
介
し
た
パ
ン

言葉通じず

　
　
　
　
　
一

バ
プ
コ
　
ー習慣も違い

健保未加入

を
適
用
、
全
額
支
給
し
た
。
し
市
内
に
住
む
留
学
生
を
対
象
に

か
し
、
国
は
「
適
用
は
定
度
外
保
険
料
の
補
助
制
度
を
始
め
た

フ
レ
ッ
ト
を
留
学
生
に
配
布
。

大
阪
府
は
、
外
国
語
が
通
じ
る

病
院
名
や
症
状
の
伝
え
方
を
日

本
語
と
ハ
ン
グ
ル
、
中
国
語
で

書
い
た
冊
子
を
作
っ
た
。

　
国
際
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
の

小
林
米
幸
所
長
は
「
相
手
の
風

俗
や
習
慣
を
理
解
し
な
い
で
起

国
人
に
限
ら
れ
る
］
と
治
療
費
が
、
対
象
者
約
五
百
人
の
う
ち
き
る
ト
う
ブ
ル
が
多
い
。
外
国

の
四
分
の
三
に
当
た
る
国
庫
負
加
入
者
は
二
百
数
十
人
ど
ま
人
は
検
査
や
薬
の
費
用
を
知
っ

担
分
の
支
払
い
を
拒
否
し
た
。
り
。
特
に
社
為
一
主
義
国
の
中
国
て
か
ら
治
療
を
受
け
よ
う
と
す

　
現
在
、
目
本
に
潜
在
す
る
外
人
に
保
険
制
度
を
理
解
し
て
も
る
が
、
勤
務
医
で
保
険
点
数
の

国
人
は
百
万
人
に
達
し
て
い
る

と
み
ら
れ
る
。
外
国
人
登
録
や

合
法
的
な
滞
在
が
一
圧
以
上
、

と
い
っ
た
条
件
を
満
た
せ
ば
、

国
民
健
康
保
険
に
加
入
で
き

ら
う
の
が
難
し
い
と
い
う
。
　
仕
組
み
を
知
っ
て
い
る
人
が
ど

　
さ
ら
に
問
題
な
の
は
、
国
保
れ
だ
け
い
る
か
。
薬
漬
け
や
侍

の
加
入
資
格
が
な
い
不
法
就
労
ち
時
間
が
長
い
己
分
地
声

者
。
民
間
の
保
険
に
入
る
か
、
目
な
ど
の
改
善
も
、
よ
り
迫
ら
れ

分
で
全
額
医
療
費
を
負
担
す
る

　
て
い
る
」
と
話
す
。

一
三
翌
＝
迢
一
座
＝
＝
巨
∃
＝
＝
＝
＝

　　　　　　　　　　　　一朝口Ｃ９２６１４豹タ）－
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　　　　　　　　　　　　岩井くに先生

　６月に入り，ここ陸前高田市広田町では地域の人々待望のウニの開目（漁の解禁）

となりました，今年は不漁といわれながらも，あちこちから新鮮なり二力侑|けられ，

ごはんが一段とおいしい私です．

　６月６，７日には岩手医科大学で「医大祭」が開催され，西塚君らが中心となっ

て「インフォームド・コンセント」をテーマにシンポジウムが行われました，その

内容は盛岡タイムズ，岩手日報両紙に大きく取り.1こげられ，県民の関心の強さがう

かがわれました．

　岩手国際交流協会の医療機関へのアンケートは予想をはるかに越える回答が寄せ

られ（欄外にまで経験やご意見を書いてくださった熱心な先生がたくさんいらしや

いました），無保険者が多いなど岩手県でも外国人医療をめぐるさまざまな問題が

浮き彫りになりました，これはほぼ集計が終わり，「いわて国際交流」７月号に特

集するとともに，９月に長野県松本市で開かれる日本国際保険医療学会総会で発表

することになりました，現在，岩ｆ県国際交流脇会では救急隊へのアンケートを行

っています．

　バングラデシュー日本友好病院設立に向けて，岩手県立言占病院の新築移転に伴

い，廃棄予定の医療器械を提供して下さることになり，引越し準備で忙しい中リス

トを頂き（ＣＴまでありました），バングラデシュで組立・修理の可否を照会しま

したが，なかなか現実は厳しく，ある日，落胆して広田診療所の倉庫へ入ったとこ

ろ，燈台もと暗しとはこのことで，戸棚の中に手術器械があるわあるわ．，．（以
前はここは病院だったのです）脊っそく市役所と交渉して許可をいただき，注射器，

カスト，手術器械などダンボール６箱へ詰め込んでナイーム先生に選り分けをまか
せて送りました．

　結局，電圧の違いなどでＣＴなどは使用できないようです，この経験を通して，
援助で「もの」を送るのも難しいものだと実感しています．

‾　’-　　　　　　　　　　　　　　　　－’-ここ4に=ﾆﾆﾆﾆﾆｰ-　．･　－　　一二._.・　四四･-’こ　　＿　　　　一一　　　　　　　弊政省ﾎﾞﾗﾝﾃｨ了貯金より３０９０ｊ丹AMDAに　　　　　‾‾･‾‾‾‾--

　去る６月２７日岡山の郵便貯金会館に於いて、１９９２年度ボランティア貯金配分式が

行われた。昨年度ボランティア貯金からの７００万円強で始められたネパール、ビシュヌ

村での地域医療プロジェクトの成功が高く評価され、今年は一挙に４倍強の配分となった

ものである

が出席、

配分式には山本事務局長、津曲事務局次長、ポカレルＡＭＤＡネパール代表

中でもポカレル氏の挨拶はネパールの医療事情に触れ、ボランティア貯金が現地

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　---－で如何に役立っているかを具体的に説明したものであり、大変に好評をえた。今年度の配

分金はバングラデッシュ国内ミャンマー難民プロジェクト、カンボジア帰還難民プロジェ

クト、ネパール地域医療プロジェクトに使われる予定である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９９２年（平成４年）ワ月５日（日呵

　宮室　　　　1斑!　　　　奈玲　　　　昆刹

べ

療
所
の
開
設
な
ど
に
使
わ
れ

た
。
今
回
の
寄
付
金
も
ネ
パ
ー

ル
で
の
事
業
に
使
わ
れ
る
ほ

か
、
新
た
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
で
、
難
民
の
診
療

や
薬
、
医
療
機
材
購
入
に
使
う
。

　
通
知
式
で
は
、
岡
山
、
玉
野

市
、
御
津
町
の
全
郵
便
局
で
つ

く
る
備
前
西
連
絡
会
の
常
山
司

。
会
長
が
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
事
務
次
長
の
一

陣
曲
兼
司
医
師
に
通
知
書
を
贈

呈
し
た
。
津
曲
医
師
は
［
去
年

一

の
実
績
が
認
め
ら
れ
、
今
年
も

選
ば
れ
て
う
れ
し
い
。
寄
付

て
下
さ
っ
た
み
な
さ
ん
の
気
］

こ

ち
を
形
に
し
て
現
地
に
伝
え
ま

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
蕭
万
円

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
貯
金
今
年
度
の
配
分
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．
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．
．

少
な
い
企
業
・
財
団
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
助
成

理
念
・
目
的
持
ぢ
貢
献
を

ブ
ラ
ジ
ル
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
闘
か
れ
た
国
凛
凛
境
開
発
会
議

（
地
球
サ
ミ
ト
）
に
よ
っ
て
Ｉ
国
へ
開
発
援
助

を
行
っ
て
い
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
欄
間
）
へ
の
関
心
が
改
め
て
高
ま
っ
て

い
る
。
欧
米
で
は
奄
莱
の
社
命
貢
献
の
一
環
と
し
て
Ｎ
Ｇ
Ｏ
へ
の
援
助
を

撰
禰
的
に
行
っ
て
い
る
が
、
日
本
で
は
政
町
り
合
め
て
助
成
は
始
ま
っ
た

は
か
り
。
今
後
、
企
業
や
企
鵬
一
団
に
と
っ
て
大
き
な
助
成
対
象
と
な
り

ぞ
う
な
Ｎ
ｏ
ｏ
と
企
業
と
の
あ
る
べ
き
晋
ｉ
｛
っ
て
み
た
。

　
　
　
　
Ｇ
Ｏ
は
、
発
展
途
上
国
の
開
‐
‐

Ｎ

発
援
助
な
ど
で
ぶ
一
的
小
‐
‐

‐

垢
嗅
だ
が
小
回
り
か
き
き
、
現
地
の
人
‐
‐
‐

々
が
最
も
必
要
と
す
る
物
や
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
る
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
。
現
在
、
日
本
に
は
杓
一
一
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
個
人
や
宗

教
団
体
な
ど
が
中
心
な
の
で
、
活
動
資

池
も
運
営
資
金
も
不
足
し
て
い
る
と
こ

ろ
が
ほ
と
ん
ど
だ
。

　
こ
の
た
め
欧
米
で
は
政
府
開
発
援
助

　
ｄ
Ｄ
Ａ
）
の
一
部
を
Ｎ
ｏ
ｏ
に
任
せ

て
い
る
国
も
多
い
。
企
業
や
町
団
も
蜃

昌
に
は
柚
極
的
で
、
米
国
の
附
団
は
九

。
じ
年
に
海
外
開
発
爛
勤
な
ど
に
一
億
四

二
八
げ
、
約
百
八
卜
備
円
を
助
成
し
て

拓
ｎ
・
、
函
南
ア
に
事
務
所
を
持
っ
て
い

る
輛
極
的
な
附
団
も
あ
る
と
い
う
。

　
こ
れ
に
対
し
、
日
本
で
は
公
的
な
擾

同
が
や
、
と
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
だ
。
外

務
雀
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
補
助
金
は
平
悳
九
年
度

か
ら
始
ま
り
、
平
成
三
年
度
に
は
二
十

四
団
体
の
四
十
七
事
業
に
対
し
、
二
億

三
千
九
百
万
円
豪
交
付
し
た
。
平
成
四

年
度
に
は
三
億
四
千
万
円
の
予
奪
で
申

請
を
受
け
付
け
た
が
、
約
三
十
団
体
、

五
十
事
業
が
応
募
し
た
と
い
う
。

‐
‐
‐
　
郵
政
酒
箪
成
三
年
度
か
ら
始
め
た

‐
‐
ｉ
一
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
貯
金
」
は
、
利

Ｔ
子
の
う
ち
五
分
の
一
を
Ｎ
Ｏ
Ｏ
援
助
に

一
回
す
も
の
だ
が
、
国
民
の
幅
広
い
支
持

‐
‐
を
寿
て
即
吟
度
、
九
偉
千
三
回
万
円
余

　
を
酉
一
一
団
体
の
百
四
十
八
事
業
へ
援
助

　
し
た
。

　
　
こ
う
し
た
公
的
な
援
助
に
対
し
て
、

‘
奄
雫
や
企
業
財
団
に
よ
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
援
助

１
‐
は
ま
だ
非
常
に
少
な
い
。
こ
れ
は
粛
剛

一
ア
な
ど
で
は
、
た
と
え
附
団
で
も
日
本

　
の
企
業
名
が
あ
る
場
合
に
は
現
地
で
も

　
警
啄
心
が
強
い
こ
と
、
現
地
に
密
讐
し

１

Ｍ

活
動
は
、
時
に
そ
の
国
の
政
策
に
沿
わ

な
い
場
合
も
出
て
く
る
か
ら
だ
。

　
　
　
在
、
日
本
の
附
団
で
は
鷹
野

１
４
;
７
ｊ
;

な
ど
が
Ｎ
Ｇ
Ｏ
へ
の
助
成
を
行
っ
て
い

る
が
、
企
業
附
団
と
し
て
は
三
菱
銀
行

国
軍
町
団
く
ら
い
。
同
琳
団
は
一
九
八
‐
‐

一
年
に
朗
庇
以
来
、
国
際
又
薦
や
人
材
‐
‐
‐

育
成
と
と
も
に
草
の
根
交
流
を
掲
げ
、

4
1
間
に
八
十
件
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
援
助
を

し
て
き
た
。

　
同
附
団
の
三
谷
誠
一
専
務
理
事
は

　
「
当
初
は
企
業
や
附
団
自
身
で
、
Ｎ
Ｏ

Ｏ
と
は
一
体
何
だ
と
、
う
さ
ん
く
さ
い

目
で
四
｀
ら
れ
ま
し
た
が
、
優
に
国
連
高

飾
非
務
官
と
な
っ
た
緒
方
貞
子
先
生
が

理
事
と
し
て
傭
く
支
持
し
て
下
さ
り
、

禰
壽
が
原
ま
り
ま
し
た
」
と
い
う
。

　
そ
の
三
菱
銀
行
国
際
財
団
が
創
立
十

周
年
を
記
念
し
て
、
こ
の
三
月
に
、
こ

れ
ま
で
助
成
を
し
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
扁
い
て

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
日
本
の
国
際
交
漑
と

『
成
熟
』
へ
の
道
」
を
開
い
た
。
夢
加

し
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
北
海
道
か
ら
義
帰
島
県

ま
で
の
｀
顧
交
流
、
学
術
交
流
、
開
発

援
助
な
ど
を
帰
げ
る
約
七
十
団
体
西
余

人
。
国
東
交
流
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
あ
り
方
に

つ
い
て
全
休
会
や
分
科
会
で
財
瓢
を
行

っ
た
。
そ
の
中
で
Ｎ
Ｏ
Ｏ
や
東
南
ア
ジ

ア
の
人
た
ち
が
、
１
｀
や
企
業
附
団
を

ど
う
見
て
い
る
か
が
率
直
に
語
ら
れ

た
。

　
多
く
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
指
摘
し
た
の
が
、

日
本
企
業
は
国
華
交
流
や
途
上
国
援
助

で
貢
献
し
よ
う
と
い
う
姿
勢
が
ま
だ
ま

全
国
か
ら
七
十
近
い
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
鵬
ま
っ
て
開
か
れ
た
三
菱
銀
行
国
際

財
団
1
0
間
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

だ
不
足
し
て
い
る
点
だ
っ
た
。
企
業
の

た
め
だ
け
で
は
な
く
、
相
手
国
も
含
め

互
い
の
た
め
に
な
る
交
流
や
Ｉ
圀
を
真

剣
に
考
え
、
相
手
の
痛
み
を
も
感
じ
と

る
感
性
を
持
っ
た
處
居
勣
が
必
要
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
附
団
な
ど
第
三

セ
ク
タ
ー
の
役
朔
の
大
切
さ
が
強
騨
さ

れ
た
。

更

更

る
の
で
、
こ
う
し
た
方
面
へ
使
っ
て
く

れ
と
い
う
方
針
を
明
肇
に
し
て
お
く
必

喪
が
あ
る
と
い
う
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
な

く
何
に
で
も
使
っ
て
く
れ
と
い
っ
た
援

助
は
、
か
え
っ
て
何
か
含
み
か
あ
る
の

か
と
勘
ぐ
ら
れ
て
し
ま
う
と
い
う
。

　
　
　
　
ら
に
企
業
や
附
団
が
Ｎ
Ｇ
Ｏ

　
さ

活
動
１
７
蔓
築

切
な
の
が
Ｎ
Ｇ
Ｏ
へ
の
信
順
で
、
附
団

の
方
針
は
き
ぢ
ん
と
し
て
い
て
も
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
実
扁
に
つ
い
て
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を

信
頴
し
て
全
面
的
に
任
せ
て
ほ
し
い
と

い
う
。
あ
る
Ｎ
Ｏ
Ｏ
が
途
上
国
で
行
っ

て
い
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
援
助
し
て
い
た

　
企
業
や
町
団
が
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
助
成
す
る
‐
‐
個
人
が
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
飛
び
縮
し
て
胤
蒙

際
、
最
も
必
要
な
こ
と
に
つ
い
て
、
タ
‐
‐
そ
の
国
に
、
従
来
の
何
冊
も
の
援
助
を

イ
の
庸
村
で
士
地
政
良
事
業
や
都
市
ス
ー
。
始
め
た
た
め
、
現
地
が
大
部
砂
‥
）
て
プ

ラ
ム
で
授
躍
事
業
奮
兄
て
い
る
曹
同
‐
‐
‐
‐
ロ
グ
ラ
ム
自
体
が
破
棄
さ
れ
た
例
も
あ

宗
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
の
有
馬
実
成
事
務
る
と
い
う
ご
Ｉ
菱
銀
行
国
際
附
団
の
励

局
長
は
、
「
企
業
、
あ
る
い
は
附
団
が

自
分
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
は
っ
き
り
伝
え

る
こ
と
だ
」
と
い
う
。

　
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
現
地
で
活
動
す
る
時
、
必
‐
‐

ず
ど
こ
の
企
業
か
ら
の
支
援
に
よ
る
も
‐
‐

の
か
を
伝
え
、
現
地
の
人
も
ざ
心
な
条
・

件
が
つ
い
て
い
る
か
な
ど
を
碑
か
め
る
Ｉ

と
い
う
。
こ
の
た
め
、
企
業
は
こ
う
し
｛

‐
‐
成
は
そ
の
点
で
や
り
や
す
い
と
評
価
は

高
か
っ
た
。

　
パ
ン
ざ
フ
デ
シ
ュ
の
農
村
で
活
動
し

て
い
る
ジ
ャ
ブ
２
〒
ル
市
民
に
よ
る

海
外
協
力
の
会
の
内
田
和
丞
露
局
長

は
「
Ｎ
Ｏ
Ｏ
の
小
堀
禰
な
活
動
を
三
年

間
價
助
す
る
企
業
附
団
が
‐
‐
十
く
ら
い

あ
れ
は
・
…
・
・
」
」
旨
り
、
紅
馬
氏
は
企

一一一一一一
－－－

＝＝－■■■■■■■－■－■還■』＝・

業
に
求
め
た
い
助
成
分
野
と
し
て
、
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
専
門
家
の
！
緊
」
日
本
国
内
で

茜
騨
途
上
国
援
助
の
必
要
性
を
教
え
る

開
発
教
育
を
あ
げ
て
い
る
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｏ
へ
の
助
成
を
目
的
に
新
設
さ

れ
る
琳
団
も
あ
る
。
日
本
青
年
会
議
所

　
（
Ｊ
Ｃ
）
が
現
在
、
峻
立
申
請
中
の
地

球
市
民
附
団
だ
。
基
本
附
弊
一
億
円
で

ア
ジ
ア
の
医
療
援
助
を
中
心
に
助
成
す

る
。
片
柳
工
地
球
市
民
琳
団
推
進
特
別

一
翼
長
は
「
全
国
‘
八
万
五
千
人
の
金
員

の
脇
力
で
、
既
に
三
億
円
の
基
本
附
産

は
集
ま
っ
た
。
Ｊ
Ｃ
メ
ン
バ
ー
は
地
域

で
剋
腫
し
て
い
る
中
小
企
業
が
多
い
の

で
、
草
の
根
倚
業
に
よ
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
援
助

に
な
る
と
思
い
ま
す
」
と
語
り
、
活
動

開
哨
を
待
っ
て
い
る
。

　
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
発
展
途
上
国
で
は
、
企

業
活
動
を
チ
ヱ
ッ
ク
す
る
役
騨
も
果
た

し
て
い
る
」
と
い
り
の
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動

推
進
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
の
伊
藤
道
雄

氏
。
ヂ
ぢ
ク
機
能
を
も
持
つ
、
あ
る

意
味
で
は
企
業
に
と
っ
て
は
う
る
さ
い

存
在
で
あ
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
支
え
て
い
け
る

よ
う
に
な
っ
た
時
、
企
業
μ
初
め
て
社

会
的
な
貢
献
を
し
て
い
る
と
掬
を
張
っ

て
言
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
も
し
れ
な

い
。
　
　
佐
藤
査
編
集
委
員

９２AMDA/JAPAN HWS LETTH JULY２５
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【事務局便り】

１．ブータン難民救援

ＡＭＤＡ日本支部ではネパールにおけるブータン難民救援のための募金を開始いたしまし

た。郵便振替口座「ＡＭＤＡブータン難民」、口座番号：岡山6-3974　を開設するともに、

ブータン難民キャンプ医療救援プロジェクトに参加する日本人医師・その他の医療スタッ

フ・医学生らを募集することとなりました。

　詳しい問い合わせは、ＡＭＤＡ事務局までお願いいたします。

２．救援物資の寄付依頼

ＡＭＤＡではこれから開始するカンボジアプロジェクト・ブータン難民プロジェクトの為

の救援物資を集めています。医療機器、薬品、タイプライター、ワードプロセッサーなど

身の回りに不必要な物で、なにか現地で役に立ちそうな物があればご一報ください。

３．岡山だより

岡山市では市民による国際協力の推進のためにシンポジウムを開催することとなりました。

ＡＭＤＡからも昨年のバングラデシュのサイクロンの救援事業、ミャンマー難民キャンプ

による保健医療事業に従事しているＡＭＤＡバングラデシュのDr.sumana Barua氏がパネ

リストとして参加いたします。

岡山アイフェスティバルー国際協カシンポジウム「岡山発！地球貢献」

日時:11月７日（土）　場　所：岡山市幸町西川アイプラザ

パネリスト：ＡＭＤＡバングラデシュ　Dr.Sumana Barua

　　　　　　NGO活動推進センター事務局長　伊藤道雄氏

　　　　　　地球人クラブ代表　土田美津子氏

４．事務局の広報活動報告

６月21日：立正佼正会「国際緊急援助隊」セミナーにて

ミャンマー難民・ブータン難民キャンプの医療事情報告

山本、津曲、長谷川

６月27日：ＳＨＡＲＥ（国際保健市民の会）例会
ミャンマー難民キャンプの実状報告

長谷川

７月３日：ＮＨＫフレッシュ岡山

ブータン難民キャンプの現状報告

山本

15日：ＲＳＫラジオ、ナイスモーニング出演

ブータン難民キャンプの現状報告

山本

【ＡＭＤＡカレンダー】

７月－８月：タイ国農業使節団末岡

８月：アジア医学生会議（マレーシア）

９月18-20日：国際保健医療学会（松本）

10月:A M D A lnternationa1総会（韓国）

　　　ＡＭＤＡ秋季例会（岡山：予定）

　１）秋期

　　　１０月２４日－２５日
　　　岡山市：菅波内科医院
　２）冬期

　　　１２月１２日－１３日
　　　東京都：早稲田奉仕苑

各種のプロジェクトも豊富になって
きています。国際ＮＧＯとして更に発
展するためにも多数の会員の方々の
参加をお待ちしています。

11月７日：岡山アイフェスティバル国際協カシンポジウム

12月：ＡＭＤＡ冬季例会（東京：予定）

【編集後記】

　毎月、時の経つのは早いもので発送がすんだと思ったらもう次の号が待っています。た

だ、毎月の記事の量も増えてきているのが喜びです。（Y）

　事務局は、チャムロン氏の来日の件でてんてこ舞です。（T）

AMDA/JAPAN NEWS LETTER JULY
９２
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ΛＭＤＡ国際医療情報センター
　　ヅ成４年度運営協力者
　　　(順列敬称略)

以下の方々にご協力頂いています。有難うございます。

個人、団体

　　　岩淵　千利／満江（神奈川県）、永井輝男、長島　隆久（東京）

　　　色平　哲郎（長野）、中山　れん太、カトリヽソク東京教区インターナショ

　　　ナルデー委員会、松原　雄一

医療機関

　　青梅慶友病院、町谷原病院、河北総合病院、高岡クリニック、山田皮膚科

医院（東京）、小林国際クリニヽソク（神奈川県）、福川内科クリニック（大阪府）

ジャパングリーンクリニック（シンガポール／英国）、沖縄セントラル病院

（沖縄県）

　　　　　　　　　　　　以上年間１２万円

太祖こ

㈱エーザイ、三共㈱、昭和メディカルサイエンス㈱、フアイザー製薬㈱、協和発

酵工業㈱、田辺製薬（株）、富士コカコーラボトリング㈱、萬有製薬㈱、サンド

薬品㈱、クラヤ薬品㈱、フアルマーマーケティングサーベイ研究所、三井物産、

（有）都商会、グラクソ三共㈱、大鵬薬品工業㈱、㈱医泉、薬樹㈱

　　　　　　　　　　　以上年間１２万円

㈱ＴＶＣ山本、大森薬品㈱、カネボウ㈱　　　　　　年間５万円

大塚製薬㈱、興和新薬㈱、日本新薬㈱　　　　　　　年間３万円

永生病院、アイシーアイフアーマ㈱　　　　　　　　年間２万円

国際婦人福祉協会　　　　　　パーソナルコンピューター及びプリンター寄贈

なお、当センターの事業に関して、庭野平和財団から助成を受けています。

２７ AMDA/JAPAN NEWS LETTER JULY ９２
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